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「ゲール人族長達の逃走」とルーヴェン、 
ローマのアイリッシュ・カレッジ 
 
堀江 洋文 
 
 アイルランドからの移民と言えば、一般には 1845 年のジャガイモ飢饉（An Gorta Mór）後
に起こった大規模な海外移住を想起することが多いし、アイルランド史でもこの時期は歴史の
大きな転換期であった。また、今日一般にワイルド・ギースと呼ばれるアイルランド移民は、
1689 年から 91 年にかけて戦われたウィリアマイト戦争及びその終戦協定であるリメリック条
約の結果生み出された戦後処理に起因する。同戦争でカトリック王ジェームズ 2 世の下で戦い、
敗北後ヨーロッパ大陸に渡ったジャコバイト軍の多くは、後に「ワイルド・ギースの逃走」
（Flight of the Wild Geese）と称されるようになるが、彼等は特にヨーロッパ大陸の外国軍で
傭兵として働いている。1) このジャコバイト軍の傭兵志願は、史上最大規模のアイルランド軍
人の海外移動であった。しかし、アイルランドからの移民は既に 16 世紀から始まっており、
本稿のテーマである「ゲール人族長達の逃走」（the flight of the earls、直訳すれば「伯爵たち
の逃亡」）はジャコバイト軍の 80 数年前に起こった事件であるが、大規模なアイルランド移民
の始まりとも言える時期である。傭兵として家族を伴っての移動とともに目立ったのが、商業
活動従事者とカトリック僧侶の大陸移住である。カトリック僧侶については、16 世紀末からパ
リ等大陸各地においてアイリッシュ・カレッジが創設され、イングランド支配下の母国で神学
教育ができない状況もあって、海外でのアイリッシュ・カトリック僧侶養成のための教育が続
けられた。 
このような状況を生み出した元凶は、イングランド等での近世初期国家の形成と、宗教にお
ける信条主義（confessionalisation）の顕在化によって、アイルランドではイングランドの支
配体制が確立し、プロテスタント信仰のアイルランド国教会が設立されたことにあった。2) ア
イリッシュ・カレッジの創設パターンは、その先輩格であるイングリッシュ・カレッジの創設
状況と類似するが、一般に両者ともカトリック国の大学町に所在し、そのことはアイルランド
人学生にとっては、ローマから広がる対抗宗教改革の影響と北方ルネッサンスの影響の両方を
享受できることを意味していた。3) 本稿では、1603 年まで続いた九年戦争後、1607 年にアイ
                                                          
1) 彼等はスペインやフランスのみならず、神聖ローマ帝国とオーストリア、さらにはデンマーク、スウェー
デン、ポーランド、ロシアの軍に加わって戦っている。詳細は、George B. Clark, Irish Soldiers in Europe 
(Blackrock, 2010) を参照。 
2) Thomas O’Connor, ‘Ireland and Europe, 1580-1815: some historical remarks’ in Thomas O’Connor, 
ed., The Irish in Europe, 1580-1815 (Dublin, 2001), pp. 10-11. 
3) John J. Silke, ‘Irish Scholarship and the Renaissance, 1580-1673’, Studies in the Renaissance, vol. 
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ルランド北部アルスターを逃れたゲール人族長達との関係が深く、ルーヴェン（現在のベルギー
にある町）とローマでそれぞれ活躍した 2 人のフランシスコ会宗教指導者に焦点を合わせて、
17 世紀前半の上記 2 都市でのアイルランド人コミュニティ―の状況について解説する。 
2017 年 3 月 17 日、本稿の調査研究のために訪れたダブリンでは毎年恒例の聖パトリックを
祝うパレードが始まろうとしていた。そのため地元アイルランド国民のみならず、特に米国か
ら毎年多くの若者達が訪れ、ダブリン市街は普段と違った喧噪の中にある。そこで、ダブリン
を離れアイルランド南部に位置するウォーターフォードに週末避難することになったが、この
町は２つの点でセント・パトリックの祝日と密接な繋がりがある。特に今年は、２人の同市出
身の歴史的人物とこの日の関係に注目が集まっていた。 
そのうちの１人は、フランシスコ会僧侶のルーク・ワディング（Luke Wadding）で、元々
ダブリンの喧噪からの避難地としてウォーターフォードを選んだのは、彼のこの町での足跡を
辿りたいと望んだからである。もう１人は、アイルランド・ナショナリズムの活性化をもたら
したとされるヤング・アイルランド運動を指揮し、アイルランド独立を掲げてイギリスを相手
に 1848 年に蜂起したトマス・フランシス・マハー（Thomas Francis Meagher）である。結
局マハーは捕えられ反逆罪で死刑宣告を受けるが、その後オーストラリアのタスマニアに流刑
となる。まもなくしてタスマニアから脱走したマハーは米国に渡り、南北戦争に軍人として参
加し、アイルランド連隊（Irish Regiment）を率いてセヴンパインズの戦い等で活躍すること
になる。この２人のセント・パトリックス・デイとの繋がりは、本稿の主人公の一人であるワ
ディングは、セント・パトリックス・デイをカトリックの祝祭日に制定した人物で、以後アイ
ルランド本国のみならず、世界各国に散らばるアイルランド人子孫を中心にこの日が祝われる
こととなる。多くのアイルランド系国民を抱える米国で、特にニューヨークでのセント・パト
リックス・デイのパレードは有名であるが、その他にも毎年アイルランド首相がホワイトハウ
スを訪れ、米国大統領にクルスタル・グラスの製造で有名なウォーターフォードで製造された
シャムロック・ボウルを手渡すことが恒例となっている。今年も 3 月 17 日にアイルランドの
エンダ・ケニー首相がホワイトハウスを訪れ、シャムロック・ボウルの贈呈式が行われた。贈
呈式直前の３月初めに発表されたトランプ大統領の声明文では、米愛関係の歴史的重要性に触
れる中で、南北戦争で勇猛果敢に戦ったアイルランド連隊を指揮したマハーに言及がなされて
いる。4) 南北戦争後マハーは政治家に転向し米国モンタナ準州の知事代理となって活躍するが、
現在モンタナ州議事堂前にはウォーターフォードと同様に彼の騎馬像が設置されている。
                                                                                                                                                       
20 (1973), p.185. 
4) ホワイトハウス声明 ‘President D.J. Trump Proclaims March 2017 as Irish-American Heritage 
Month’参照。 
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ウォーターフォードでワディングとマハーは、両者ともそれぞれ 17 世紀初めと 19 世紀半ばに
この町を離れヨーロッパとアメリカ大陸で活躍した人物であるが、今も町の英雄として尊敬さ
れている。トランプ大統領の声明文もあり、今年のセント・パトリックの祝日期間中は、ウォー
ターフォード出身の 2 人に特別な注目が集まった。特にワディングは、15 歳でアイルランドを
離れて以降一度も帰国する機会がなかったにも拘らず、1957 年の郵便切手に彼の肖像が使われ
たように、母国での彼の地位は確固たるものがある。 
 
１．九年戦争とゲール人族長達 
 
 ところでルーク・ワディングは、ウォーターフォードで大きな影響力を持ったオールド・イ
ングリッシュの有力商人の出自であるが、彼の家系には母方の親戚でアイルランド首座大司教
のアーマー（Armagh）大司教を務めたピーター・ロンバード（Peter Lombard）等の有力者
が多く存在した。5) ロンバードはアー
マー大司教に任命されるも、イングラン
ド支配下のアイルランドに留まらず、教
皇クレメント 8 世の保護もありローマに
滞在して教皇を支援している。ウォー
ターフォード市の学芸員によるとワディ
ングの生家は現在の High Street にあり、
当時はこの辺りに町の有力者が居を構え
ていたとのことである。この通りの近く
に位置するフランシスコ会フレンチ教会
（Greyfriars French Church）には、現
在ワディングの立像が建立されている。
また教会近くの中世博物館には、彼の胸
像の他に、ローマで活躍した著名なバ
ロック古典主義画家カルロ・マラティに
よるワディングのポートレート、さらに
はワディングのデスマスクが展示されて
                                                          
5) オールド・イングリッシュは 12 世紀にアイルランドに侵攻したノルマン人の子孫であるが、ゲール人と
の結婚等によって、アイルランド人以上にアイルランド的である（Hibernis ipsis Hiberniores）と言われ
ることもある。Kenneth Nicholls, Gaelic and Gaelicised Ireland in the Middle Ages (Dublin, 1972), pp. 
16-7. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウォーターフォード市フレンチ教会前のワディング像 
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いるが、その他には彼の痕跡は同市には殆んど残っていない。これは、彼が人生の早い段階か
ら、イングランド女王エリザベス１世期のプロテスタント教会による宗教支配によりカトリッ
ク神学教育を受けることが難しくなった母国を離れたからである。ワディングは、当時アイル
ランドからの人的移動が頻繁に行われていたイベリア半島に渡るが、最初の滞在地はリスボン
であった。当時のポルトガルは、1580 年以降ブラガンサ朝成立までの約 60 年間スペインの支
配下にあった。ワディングは、リスボンでイエズス会管轄下のアイリッシュ・カレッジで半年
程教育を受け、その後ポルト郊外の托鉢修道士僧院でフランシスコ会に入会している。コイン
ブラで有名なイエズス会士の神学者でサラマンカ学派の代表者であるフランシスコ・スアレス
（Francisco Suárez）等から神学教育を受け、その後スペインのレオンやサラマンカで教鞭を
執っている。ワディングの能力はすぐにカルタヘナ司教アントニオ・デ・トレホ（Antonio de 
Trejo）によって見出され、スペイン王フェリペ 3 世の命によるデ・トレホのローマ派遣にワディ
ングも同行することとなる。そしてワディングは、主にローマにおいてヨーロッパ大陸在住の
アイルランド人の信仰と福利の向上に尽力し、母国アイルランドに帰還して困難の中でカト
リック教会に奉仕しようとする若者達のための神学教育に従事している。 
ワディングはスペイン無敵艦隊が敗退した 1588 年の生まれであるが、1580 年代にはイング
ランドのアイルランド支配が強化され、イングランドからはニュー・イングリッシュと称され
る役人や植民者がアイルランドに到着する。彼らのアイルランド移住は、古くからのゲール人
社会（オールド・アイリッシュ或いはゲーリック・アイリッシュとも称される）や、これまで
アイルランドに十分に溶け込み同国の発展に中心的に関わってきたカトリック教徒のオール
ド・イングリッシュの間に、宗教迫害や土地の収奪等によって大きな混乱をもたらすこととな
る。このようなイングランドからの圧力に対し、アイルランド北部アルスターのゲール人族長
ヒュ ・ーオニール（Hugh O’Neill, Earl of Tyrone）やドニゴールのヒュ ・ーロ ・ーオドネル（Hugh 
Roe O’Donnell、しばしば Red Hugh O’Donnell とも呼ばれる）は、1594 年にイングランドに
対し蜂起し九年戦争が始まる。結局反乱は鎮圧され、その結果はゲール人社会のみならず、多
くのオールド・イングリッシュが信仰するアイルランド・カトリック教会にとっても致命的打
撃となった。九年戦争において反乱を試みたオニール達は、この戦争がカトリック教会擁護の
宗教戦争であることを強調し、スペイン王等大陸のカトリック君主からの軍事支援を期待する。
しかし、スペインを例にとると、英仏蘭との３方面での作戦を強いられ、1596 年に治世 3 度
目の国家財政破綻を宣言したフェリペ 2 世にとっては、もはやアイルランド支援の国力はな
かったと言ってよい。6) 但し、同じく 96 年に、後にそのアイルランドでの軍事対応の不始末で
                                                          
6) 収支のバランスが全く無視されていたカスティージャ財務行政については、拙稿「スペイン王フェリペ
2 世の対外政策」『専修大学人文科学研究所月報』第 215 号及び「ルイ・ゴメス・デ・シルバと 16 世紀カ
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処刑されるがこの頃はまだエリザベス 1 世の寵臣であった第 2 代エセックス伯（Robert 
Devereux, 2nd earl of Essex）がエフィンガム卿とスペイン南部のカディス市を攻撃すると、
フェリペ 2 世も第 2 次、第 3 次のスペイン艦隊派遣とアイルランド支援を本格化させようとす
る。しかし、イングランドへの艦隊派遣は嵐に阻まれ失敗に終わる。 
フェリペ 2 世は 98 年に死去するが、その後を継いだフェリペ 3 世は寵臣レルマ公（duque de 
Lerma）を重用し、カトリック世界の失地回復という大義名分でアイルランド支援を行うより
は、より現実的な外交政策を踏襲し、イングランドとの間の勢力バランスを維持する方向に政
策転換する。7) アイルランド史研究では大きく取り上げられる 1601 年のキンセールの戦いに
おいて、アイルランドのカトリック教徒やゲール人族長支援のためにスペインはフアン・デル・
アギラ（Juan del Águila）将軍を派遣するが、それはスペインによる本格的なアイルランド支
援ではなかった。キンセールでのスペインの敗因は、陸上部隊を指揮したアギラと海上輸送の
役目を負ったディエゴ・ブロチェロ（Diego Brochero）提督との連携不足というスペイン側の
問題を指摘する意見と、オニールとオドネルの性格の違い（注意深くゲリラ戦を得意とするオ
ニールに対し、オドネルは性急に正攻法の正面攻撃に走る傾向があった）と両者のライバル関
係に起因する連携不足というアイルランド側の事情に着目する意見の両方が聞かれるが、最大
の敗因は、スペイン軍の上陸位置であるアイルランド南部キンセールが、ゲール人族長が支配
する北部アイルランドからあまりに遠く、キンセール支援のための援軍派遣が容易でなかった
ことが考えられる。結局英西両国は、エリザベス 1 世の死の直後でステュアート朝成立後の
1604 年 8 月に、九年戦争の大きな枠組みであった英西戦争を終結させる目的で開かれたサマ
セット・ハウス会談においてロンドン条約を締結する。それは、英西戦争前の原状回復に合意
し、スペインがイングランドにおけるプロテスタント王政を承認することに対して、イングラ
ンドもスペイン統治下のネーデルラントにおける反乱に軍事的、財政的支援を中止するという
内容であった。ヒュー・オニールやヒュー・ロー・オドネルが、アイルランドを後にして大陸
に亡命を果たすのはフェリペ 3 世の治世初期であるが、このような英西間に浮上した宥和関係
が、ゲール人族長の大陸への逃避に大きく影響を及ぼすこととなる。即ちスペインにとっては、
エリザベス 1 世の死によって彼女の後継者でありステュアート王政の創始者であるジェームズ
1 世との和平交渉の機が熟したことになり、突然の英西宥和は、スペインの全体的な対ヨーロッ
パ政策と密接な関係があった。ゲール人族長達の思いも、スペイン外交の手駒の一つとして集
約されていくことになる。 
                                                                                                                                                       
スティージャ政治機構」『専修大学社会科学研究所月報』no. 555、A.W. Lovett, ‘The Castilian Bankruptcy 
of 1575’, Historical Journal, 23, 4 (1980) を参照。 
7) この時期の詳細は、拙稿「宗教改革後のアイルランドとヨーロッパ」『思想』No. 1063、岩波書店を参照
されたい。 
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ゲール人族長達の大陸への逃走は、キンセールの戦いとその戦後処理に起因する。死去直前
の 1603 年にエリザベス 1 世は、エセックス伯を継いでアイルランド総督に就任したマウント
ジョイ卿チャールズ・ブラント（Charles Blount, 8th Baron Mountjoy）にオニール等反乱軍
族長との交渉を指示する。この頃アイルランドにおいてイングランドが支出する戦費は莫大な
額に上り、イングランドも財政健全化のために和平への動きを決断する時期に来ていることを
認識していた。結局オニールはマウントジョイ卿（即ちイングランド）に恭順の意を表し、ス
ペインで不慮の死を遂げたヒュー・ロー・オドネルを継いだ第 2 代ティアコネル伯ローリー・
オドネル（Rory O’Donnell, 1st earl of Tyrconnell）とともにジェームズ 1 世に謁見して、称号
と主な地所の継続的所有を保障される。アイルランドでの政策遂行に際し女王の命に従わな
かったとして処刑されたエセックス伯と比べて、イングランドに対し反乱を企てたオニール達
が許され元の領地に戻されたことは奇妙な話である。ジェームズ 1 世は、オニール等をアルス
ターのゲール人族長からイングランド流の貴族階級に生まれ変わらせようとしたわけで、出来
ればアルスター地方を治めるダブリン政府の代表という穏健な統治者に納まることを望んでい
た。8) しかし、嘗てのオニールの家臣ドネル・オカハン（Donnell O’Cahan）との領地を巡る
紛争に示されるように、新しいアイルランド総督アーサ ・ーチチェスタ （ーArthur Chichester）
は、これまでの領地をオニールに保証することはなかった。9) チチェスターはアイルランド・
カトリシズムをイングランド王室に対する脅威と断定して敵視し、彼らに対する迫害を繰り返
してアルスターの組織的植民地化（Plantation of Ulster）を進めた張本人であるが、このよう
な状況下で逮捕の危機が迫る中、オニール等ゲール人族長は大陸への亡命を余儀なくされる。
これが後に「伯爵たちの逃亡」と称される、アイルランドから大陸への逃走劇の始まりである。 
 
２．「ゲール人族長達の大陸逃避」 
 
 本稿では、イングランドによる迫害を逃れヨーロッパ大陸に渡り、当地でカトリック神学教
育を行うアイリッシュ・カレッジを創設したアイルランド人カトリック僧侶を取り上げるが、
特に現在ベルギーのルーヴェン（Leuven）にあったセント・アンソニー・カレッジと、ローマ
のアイリッシュ・カレッジ創設にそれぞれ大きく関与した 2 人のフランシスコ会士、フロレン
ス・コンリー（Florence Conry、ゲール語では Flaithrí Ó Maolchonaire）とルーク・ワディ
                                                          
8) Raymond Gillespie, ‘After the Flight: the Plantation of Ulster’, History Ireland, vol. 15, issue 4 
(Jul/Aug 2007). 
9) キンセールの戦いの重大な局面でオカハンがオニール陣営を離脱したことや、土地の所有を巡るオカハ
ンとの法的紛争が、オニールの大陸逃避の決断を早めた要因の 1 つとも言われている。John McGurk, ‘The 
Flight of the Earls: escape or strategic regrouping?’, History Ireland, vol. 15, issue 4 (Jul/Aug 2007). 
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ングを中心に当地でのアイルランド僧侶の活動や影響力を精査する。10) その前に、ルーヴェン
とローマにおけるアイルランド人の活動と密接な関係がある「伯爵たちの逃亡」に言及する必
要がある。11) 先の九年戦争でゲール人族長の一人としてオドネル一族を率いて活躍した
ヒュー・ロー・オドネルは、キンセールでの敗北後はスペインの援助を求める目的でガリシア
地方の中心地ア・コルーニャに渡り、聖地サンチャゴ・デ・コンポステーラで大司教等の歓待
を受ける。ア・コルーニャには 16 世紀以降カトリック僧侶、軍人、商人達及び彼等の家族が
住み着き、アイルランド人の亡命先（あるいは移住先）として距離的にも近く、イベリア半島
の中では最も人気のある町であった。ヒュー・ロー・オドネルの他にスペインに逃れたアイル
ランド貴族としては、アイルランド南西部コークとケリーを支配地としていたドナル・オサリ
ヴァン・ベアーレ（Donal O’Sullivan Beare）の一族がいる。12) また、サンチャゴ・デ・コン
ポステーラには、1605 年にカトリック僧侶養成のためのアイリッシュ・カレッジも創設される。
オドネルは、ア・コルーニャからバリャドリードのフェリペ 3 世に謁見し、アイルランド侵攻
                                                          
10) コンリーが設立に尽力したセント・アンソニー・カレッジについては、Benjamin Hazard, Faith and 
Patronage: The political career of Flaithrí Ó Maolchonaire, c. 1560-1629 (Dublin, 2009), pp. 127-65 を
参照。アイルランド人カトリック教徒は、1570 年代以降は大学教育をオックスブリッジに代わってヨー
ロッパ大陸の大学で受ける傾向が顕著で、このことはアイルランド総督にとっても憂慮すべき状況であり、
エリザベス 1 世にも報告がなされている。Bernadette Cunningham, ‘The Culture and Ideology of Irish 
Franciscan Historians at Louvain’ in Ciaran Brady, ed., Ideology and the Historians (Dublin, 1991), pp. 
15-6. 元々ルーヴェンには 1425 年創立のルーヴェン大学があり、ネーデルランドのプロテスタント地域と
の境に近いこともあり、この大学は対抗宗教改革にとって重要な教育機関となっていた。印刷業の中心地
アントワープへの近さも、出版重視のアイルランド人僧侶の訓練場所としては理想的な場所であった。1614
年にはカレッジにゲール語の印刷機が設置されている。Karin Schüller, Die Beziehungen zwischen 
Spanien und Irland im 16. und 17. Jahrhundert (Münster, 1999), p. 216. セント・アンソニー・カレッ
ジは、アイルランド出身者の神学教育のために当時の教皇パウルス 5 世の勅書によって創設が許されたの
であるが、スペイン王フェリペ 2 世の娘イサベル・クララ・エウヘニアの資金援助によって設立されてい
ることは、スペインの支援が資金源であったことを示唆している。アイリッシュ・カレッジへの資金提供
者としては、アイルランドのカトリック教徒、スペイン及びフランス王室、ローマ貴族達が挙げられる。
ところで、プロテスタントの「アイルランド国教会」の宣教活動は、アイルランド国教会の英国化傾向や
ゲール語による宣教が行われなかったことが災いし低迷を続け、神学教育も 1592 年創立のプロテスタント
系トリニティ・カレッジ・ダブリンよりも、サラマンカ等の神学校でのカトリック教育に魅かれる学生が
多かった。Tadhg Ó hAnnracháin, Catholic Europe, 1592-1648 (Oxford, 2015), pp. 47-51. 当時アイルラ
ンド国教会は、神学的には左派、教会制度に対しては柔軟な考え方を維持しており、ピューリタンや長老
派牧師の安息の地となっていた。説教に長けた牧師の配属が急務であり、その点ではアイルランド国教会
も宣教の重要性は認識していたことになるが、アイルランドのカトリック社会には十分に浸透しきれてい
なかった。John McCafferty, ‘When reformations collide’ in Allan I. Macinnes and Jane Ohlmeyer, eds., 
The Stuart Kingdoms in the Seventeenth Century: Awkward Neighbours (Dublin, 2002), pp. 186-7. 
11) 英語の’the flight of the earls’を邦訳すれば「伯爵たちの逃亡」であるが、伯爵という訳はアングリシ
ズムのきらいがあり、当時のゲール人指導者を表す表現としては、たとえ彼等のタイトルに earl が付けら
れていたとしても、彼等を取り巻く環境からして「族長」の訳が適切である。 
12) Ciaran O’Scea, ‘The significance and legacy of Spanish intervention in west Munster during the 
battle of Kinsale’, in Thomas O’Connor & Mary Ann Lyons, eds., Irish Migrants in Europe after 
Kinsale, 1602-1820 (Dublin, 2003), pp. 32-63. ドナル・オサリバンの甥フィリップ・オサリバン・ベアー
レは、イングランドのアイルランド支配の不当性を主張するに当たり、先述のサラマンカ学派のフランシ
スコ・スアレスの自然法の概念を適用したと言われている。詳細は、Clare Carroll, ‘Custom and law in the 
philosophy of Suárez and in the histories of O’Sullivan Beare, Céitinn and Ó Cléirigh’, in O’Connor, ed., 
The Irish in Europe, 1580-1815, pp. 65-78. 
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に対する支援を要請する。しかし、1602 年にバリャドリード再訪の途中二重スパイであった
ジェームズ・ブレイク（James ‘Spanish’ Blake）によって毒殺され、近くのシマンカス城に葬
られた。シマンカス城は、今日スペイン国立文書館（Archivo General de Simancas）となっ
ておりスペイン史研究者にとっては聖地の一つである。ところで、ヒュー・ロー・オドネルの
死後、オドネル一族は彼の弟である先述の第 2 代ティアコネル伯ローリー・オドネルに率いら
れることとなる。そしてローリー・オドネルこそ、ヒュー・オニールとともに 1607 年 9 月に
ドニゴールの港から大陸を目指して逃亡した「伯爵たちの逃亡」の主導者の一人である。 
 オニールやオドネルの一族、さらには同じくゲール人指導者であったマグアイア
（Cuchonnacht Maguire）等の大陸への逃走劇については、タイグ・オ・キアナン（Tadhg Ó 
Cianáin）が「伯爵たちの逃亡」（‘The Flight of the Earls’）の中で、1607 年 9 月 14 日に彼ら
がドネゴールの港町ラスミュラン（Rathmullen）を発った時からローマに到着し各界の歓迎
を受ける時までを詳細に記録している。オ・キアナン自身九年戦争時はオニールに仕えた身で
あったことから、一行の内部事情にも詳しく、当時の状況を把握するには最良の資料である。
年代史作家としてオ・キアナンは、日記のかたちを取って、一行がたどったフランス、フラン
ドル地方、スイス、イタリアの通過地や当地での有力者との交流の様子、或いは持ち上がった
諸問題を簡潔に描写している。この文書は、1607 年から 1608 年 11 月までの族長達一行の旅
路とその結末を描写しているのであるが、様々な経緯を経て現在この文書は、ユニヴァーシ
ティ・カレッジ・ダブリン（University College Dublin, UCD）のミホ・オクレイリ研究所
（Mícheál Ó Cléirigh Institute、実際には UCD Archives で保管）に、後述するルーク・ワディ
ング文書（Luke Wadding Papers）とともに所蔵されている。13) オ・キアナンは「伯爵たちの
                                                          
13) 今回「伯爵たちの逃走」やルーク・ワディング文書等 Mícheál Ó Cléirigh Institute 所蔵の文書の検索
については、同研究所長でユニヴァーシティ・カレッジ・ダブリン（UCD）歴史学科教授のジョン・マカ
ファティー（John McCafferty）博士の協力を得た。前者の文書は、ダブリン市南海岸の海岸線に位置す
るキリニーにあるフランシスコ会図書館から UCD に移されたもので、現在は UCD アーカイヴの
UCD-OFM 21 The diary of the 1607/08 ‘Flight of the Earls’で参照できる（OFM は Ordo Fratrum 
Minorum, Order of Friars Minor のことで、フランシスコ会を指す）。「伯爵たちの逃走」のデジタル英訳
版としては、アイルランド南部のコーク市にあるユニヴァーシティ・カレッジ・コーク（University College 
Cork, UCC ） 作 製 の 電 子 テ キ ス ト 版 で あ る 次 の サ イ ト で 読 む こ と が で き る
（http://www.ucc.ie/celt/online/T100070/index.html)。この文書はオ・キアナンがローマで執筆したと考
えられ、その後ジョン・マックコルガンによってルーヴェンに移され、その 100 年後の 1793 年に再度ロー
マのサン・イシドロ修道院に戻されている。フランス革命の影響を受けた 1798 年のローマ共和国の時代に
何とか破損を免れた文書は、イタリア統一後の 1872 年にサン・イシドロの将来に不安があったため、ダブ
リンのフランシスコ会僧院で保管され、1946 年には上記キリニーに移管されている。Nollaig Ó Muraíle, 
‘Tadhg Ó Cianáin’s account of the exile itinerary of the Ulster chiefs, 1607-8’, History Ireland, vol. 15, 
issue 4 (Jul/Aug 2007). ワディング文書については、C Manuscripts（大陸のフランシスコ会アイリッ
シュ・カレッジの文書の一部）を中心に調査した。Mícheál Ó Cléirigh Institute は UCD と OFM のパー
トナーシップが設置の基礎となっており、Irish Franciscan Archive の UCD への移転による文書の整理と
管理が研究所業務の中心を占める。研究所には、17 世紀のルーヴェンに設立されたアイリッシュ・カレッ
ジであるセント・アンソニー・カレッジに研究の焦点を合わせた Franciscan Historic Library Project や、
ローマのフランシスコ会のアイリッシュ・カレッジであったサン・イシドロ・カレッジ（St Isidore’s College）
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逃走」執筆によって、スペインとの結びつきや国際社会でゲール人族長達が確固たる地位を確
立していたことを印象付けようとした。その点でも、この旅行記は一般に称される「逃走」で
はなく、旅行記或いは巡礼記として理解されるべきである。実際オ・キアナン自身「逃走」と
いう言葉は使っていない。また、ルーヴェンのセント・アンソニー・カレッジを始め、アッシ
ジ等旅程の中にフランシスコ会の重要地が点在することも、元々ゲール人族長と関係の深いこ
の修道会にも執筆の焦点が当たっていることを示唆している。さらにもう一つの特質が、この
文書の中ではゲール語の Éireannach 及び nasión（それぞれ英語の Irish と nation に相当）が
一緒に使われているところがあり、そこでは他のヨーロッパ諸国と対等な立場でのアイルラン
ドが強調されている。14) ゲール人族長一行の最初の目的地はスペインであったが、上述の英西
間の和平交渉による宥和関係の実現によって、紆余曲折を経ながら族長達も最終目的地を教皇
庁のあるローマに変更することに渋々納得することとなる。このような状況下でもオ・キアナ
ンの描写は、スペインの支援に対して忍耐強く希望を捨てていない。オニール等によるスペイ
ンの支援を受けてのアイルランド帰還の希望の芽を摘み取りたくないという意図が明確である。
そして、スペインの支援を求める中で鍵となる人物がフロレンス・コンリーであった。彼らの
逃走は、キンセールの戦い後、家臣の反ゲール人感情に抗して比較的宥和的にオニール等に接
してきたジェームズ 1 世の強い反発を買うこととなる。15) 私権剥奪法（bill of attainder）を成
立させると、ジェームズ 1 世は大陸各地にゲール人族長たちの受け入れや歓待を行わないよう
強く要請するという外交活動を活発化させると同時に、スパイを派遣して彼等の動向を逐一報
告させている。 
 アイルランドを離れたオニール達は、元々スペインのア・コルーニャを目指したのであるが、
アイルランド南部からの出帆と違って、北部のアルスターからスペインへの逃避行は大きな賭
                                                                                                                                                       
に起源を持つアーカイヴとルーク・ワディングを研究する Luke Wadding Papers 等の研究プロジェクト・
チームがある。本稿では、フロレンス・コンリーの関連でセント・アンソニー・カレッジを、ルーク・ワ
ディングの関連でサン・イシドロ・カレッジを取り上げる。ミホ・オクレイリ（Mícheál Ó Cléirigh。Michael 
O’Clery とも呼ばれる）は、ルーヴェンを拠点としたアイルランドの年代史家で The Annals of the Four 
Masters（The Annals of the Kingdom of Ireland）の執筆で有名である。彼が 4 人のマスターの中心人物
として編纂に活躍する。この書は聖書の洪水伝説から 1616 年までの約 4500 年間の歴史叙述であるが、中
世アイルランドの王や領主、教会人を記録した言わばアイルランド国史（national history）である。Nollaig 
Ó Muraíle, ed., Mícheál Ó Cléirigh, his associates and St Anthony’s College Louvain (Dublin. 2008) を
参照。但し、単にゲール人の伝統の歴史描写だけでなく、対抗宗教改革の精神が織り込まれており、アイ
ルランドをヨーロッパのカトリック社会に紹介しようとする気概が読み取れる。Cunningham, ‘The 
Culture and Ideology of Irish Franciscan Historians at Louvain’ , pp. 16-7. 
14) Clare Carroll, ‘Turas na nIarladh as Éire: international travel and national identity in Ó Cianáin’s 
narrative’, History Ireland, vol. 15, issue 4 (Jul/Aug 2007). セント・アンソニー・カレッジの僧侶を主た
る読者と想定して書かれたオ・キアナンのこの文書は、その他に対抗宗教改革を賛美する目的もあったと
の見解もある。Micheál Mac Craith, ‘An Irishman’s Diary: Aspects of Tadhg Ó Cianáin’s Rome’, p. 4 
(https://www.academia.edu/3741192). 
15) イングランド王位に就いて以来比較的穏健な対応を見せていたジェームズ 1 世の心情に、カトリック教
徒に対する反発が生まれたとしたら、その 1 つの要因としては、1605 年にカトリック過激派のガイ・フォー
クスによって企てられた政府転覆の試みである火薬陰謀事件（Gunpowder Plot）が挙げられよう。 
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けであった。結局一行は、風にも恵まれず、フランスのセーヌ川河口の町ルアーブルに上陸す
る。歴史上アイルランド人移住者にとって、寄港先としてまず考えられたのは、海を渡って直
接上陸できるフランスかスペインであったから、ルアーブルは自然な上陸地であるし、彼らが
乗船した船はフランスの軍艦と伝えられているからなおさらである。オニール達にフランスを
移住地とする考えはなかったが、彼等のフランス領通過は、その後のロレーヌ公領通過を含め、
17 世紀初頭安定していた英仏関係に一時的外交的緊張をもたらした。16) オニール等はフラン
ス上陸後、スペイン領フランドルに入り、そこでスペイン本国への亡命許可を得ようと目論ん
だのである。ルアーブルを発ち、ノルマンディーのルーアン、当時はスペイン・ハプスブルク
家の領土であったアルトワ地方のアラスを通過し、カトリック信仰と対抗宗教改革の中心地で
神学教育でも名の知られたドゥエーに到着した一行は、ドゥエーやブリュッセルで亡命アイル
ランド人の神学教育のためにアイリッシュ・カレッジを創設したイエズス会士クリスト
ファー・キューザック（Christopher Cusack）の歓迎を受ける。キューザックはオールド・イ
ングリッシュの出自で、主にオールド・イングリッシュの学生達に教育を施してきたが、ゲー
ル語を話しゲール人気質丸出しのオニール達との間に若干の齟齬があったことは容易に想像で
きる。17) キューザックは、スペインの財政支援を受けて 1603 年にドゥエーに、先にカトリッ
ク神学校として設置されていたイングリッシュ・カレッジに倣ってアイリッシュ・カレッジを
設立している。18) またドゥエーにおいてオニールは、フロレンス・コンリーの他に、ヒュー・
オニールの次男で当地のアイルランド連隊で 1605 年の創設時から活躍していたヘンリー・オ
ニールにも会っている。19) ゲール人族長達に付き従ってフランドルまでやってきたオニール、
オドネル一族の中には、この地に留まってスペイン・フランドル軍（Ejército de Flandes）の
中に編成されたアイルランド連隊に入隊しようとする者もあった。 
                                                          
16) Mary Ann Lyons, Franco-Irish Relations, 1500-1610, Politics, Migration and Trade (Woodbridge, 
2003), p. 190. 
17) Liam Swords, The Flight of the Earls: A Popular History (Blackrock, 2016 hardback ed.), pp. 42-5. 
18) ドゥエーのイングリッシュ・カレッジは、おそらく対抗宗教改革が創り出した最高のカレッジであり、
それに近いレベルのアイリッシュ・カレッジは、ルーヴェンのセント・アンソニー・カレッジであったと
言われる。Silke, ‘Irish Scholarship and the Renaissance, 1580-1673’, pp. 187-8. ドゥエーのイングリッ
シュ・カレッジは、大陸の他のイングリッシュ・カレッジの母親的存在であったとの指摘もあるが、その
設立にはスペインの支援を受けウィリアム・アレン（William Allen）枢機卿によって 1562 年に創設され
たドゥエー大学の存在が大きい。ドゥエーにはイングランドからのカトリック亡命者コミュニティが形成
され、ドゥエー大学の最初の教職員の構成には、オックスフォード大学からのカトリック学生及び教員組
織と、ドゥエー大学の姉妹校とも言えるルーヴェン大学が同じような影響力を及ぼしていた。詳細は、Peter 
Guilday, The English Catholic Refugees on the Continent 1558-1795 (London, 1914), vol. 1 (The 
English Colleges and Convents in the Catholic Low Countries, 1558-1795), pp. 63-120. 
19) フランドルのアイルランド連隊は、スペイン王フェリペ 2 世の娘婿オーストリア大公アルブレヒトの下
で創設された。但し、当時のアイルランド連隊は各司令官の名前が冠され、後にブルボン家のスペイン統
治になってから 3 つの連隊からなる単一のアイルランド旅団（Irish Brigade）が編成された。Moisés 
Enrique Rodríguez, ‘The Spanish Habsburgs and their Irish Soldiers (1587-1700), Irish Migration 
Studies in Latin America, vol. 5, no. 2 (July, 2007), pp. 125-30. 
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その後ブリュッセルにおいて、族長達はアンブロジオ・スピノラ（Ambrosio Spinola）伯爵
の歓待を受けている。この人物はジェノヴァ出身の貴族で、スペインのフランドル地方におけ
る司令官を務めていた。スペインの海軍提督アンドレア・ドーリアを輩出したドーリア家同様、
ジェノヴァの 4 大名家の 1 つであるスピノラ家出身であり、その財力をスペインの戦費に振り
向けたが結局戦費の支払いを渋るスペイン王室から支払いを受けることはなく、悲しくも 1611
年に破産宣言をしている。20) スピノラはフランドル地方の財務担当者でもあったことから、
ゲール人族長達がスペインに対して行った金銭的支援要請の支払いをフェリペ 3 世はスピノラ
に命じている。ところで、プラド美術館所蔵の有名なベラスケス作『ブレダの開城』の中で、
鍵を受け取りながら敗将を労っている人物こそ、名将ながら心優しそうなスピノラである。さ
らにオニール達は、バンシュ（Binche）において、スペイン王フェリペ 2 世の娘イサベル・ク
ララ・エウヘニアと娘婿オーストリア大公アルブレヒト（Archduke of Austria）の歓待を受け
ているが、このような歓迎こそイングランドがヨーロッパの諸侯に回避するよう要請した事項
であった。 
しかし、通過地で盛大な歓迎を受けたにも拘わらず、オニール達を取り巻く現実政治の状況
は厳しいものであり、そのことに彼等はルーヴェンにおいて気づかされる。先述したように、
ネーデルラントにおけるオランダ・カルヴィニスト地域との戦いに終止符を打ちたかったスペ
インは、オランダを支援するイングランドの協力を必要としていた。ジェノヴァに向けてルー
ヴェンを離れたオニール一行に、フランドルに留まるようにとのスペイン王の命が届く。オニー
ル達はジェノヴァからスペインへの渡航を希望していた。ドゥエーからローマまでオニール達
の通訳兼相談役として付き従ったコンリーによって、おそらくその草案が書かれたと思われる
が、オニールとオドネルはフェリペ 3 世に書簡を送り、キンセール敗北までの対英戦争やアイ
ルランドのカトリック教徒に対する迫害に言及して、カトリック君主であるスペイン王が自分
達を保護する義務があることを訴えた。九年戦争後いち早くスペインに渡ったアイルランド南
西部コークやケリーの貴族達と同じように、ゲール人族長達にとってカトリック教会の盟主ス
ペイン王が、英西戦争でイングランドと戦った自分達を支援することは当然の義務であると考
えていたことは間違いない。スペインの国務会議は書簡で触れられた事案を検討し、オニール
達にローマに行くことを提案する。既にブリュッセルにおいて教皇使節と討議したオニール達
は、支援のための財政基盤の欠如から、ローマではなくスペインに向かうことを薦められてい
た。結局はスペインが金銭的支援を果たす条件でローマが受け入れ役を果たすこととなる。し
                                                          
20) アンドレア・ドーリアについては、Pierangelo Campodonico, Andrea Doria (Genova, 1997) を参照。
ドーリア家は後述するインノケンティウス 10 世を輩出したパンフィーリ家と一部融合するが、ローマの
ドーリア・パンフィーリ宮殿（美術館）で当時の栄華を垣間見ることができる。 
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かし、スペインによる支援額は族長達の期待を大きく下回るもので、しかもフランドルにおい
て彼等は徐々に厄介者と見なされることとなる。このような状況下でスペイン政府と族長達の
交渉の真ん中に立たされたスピノラには、大変な苦労が覆いかぶさったと推察される。 
ルーヴェンを発った一行は、南下してロレーヌ公領に入りナンシーの宮廷でシャルル 3 世に
謁見する。ジェームズ 1 世は怒り心頭で、数か月後にシャルル 3 世が逝去した時には、葬儀に
代表を送らなかった。その後オニール達はスイスに入り、プロテスタント都市バーゼルやカト
リックのルツェルンを経由、アルプスを越えてルガーノからスペイン・ハプスブルク家統治下
のミラノに到着する。情報戦も活発で、ヴェネツィア駐在のイングランド大使は、ゲール人一
行の情報をミラノ駐在のヴェネツィア大使から得ている。ミラノでオニール達は、長らくアル
バ公の下で活躍した後ミラノ総督となったフエンテス伯爵（Pedro Enríquez de Acevedo, 
Conde de Fuentes）に会っている。スペイン王はフエンテス伯爵に対しても、オニール達を歓
待した後速やかにローマに送り出すように指示を出しているが、オニールとしてはミラノにし
ばらく滞在し、彼等のスペイン行きの可否に関してより明確な回答をスペイン王から得たいと
考えていた。そのためオニール達は、フエンテス伯爵の添え書を付けて数通の覚書書簡をスペ
イン王に送っている。書簡では、ゲール人がスペイン出自のミレシウス王の子孫であるとの「神
話」にも言及されている。フランドルを発つ前にゲール人族長達は、マッシュー・タリー
（Matthew Tully）をスペインに使わし覚書の一つを手渡しているが、逃避行の前年 1606 年
の始めにも、タリーはアルスターの族長達の命を受けてフェリペ 3 世に謁見し、アイルランド
からの逃避は避けられないこと、そしてその際はアルスターの領地は没収されるであろうこと
を伝え、スペイン王は良心と名誉にかけてスペインのために勇敢に戦った族長達を貴族として
受け入れる義務があると迫っている。21) オニール達がスペインからの明確な返答がないままで
のローマ行きに応じなかったのは、返答なしに一旦ローマに着いてしますと、スペインはゲー
ル人一行のみならず、アイルランドに対する責任を完全に放棄してしまうのではないかと懸念
したからである。オニールへの回答を遅らせるフェリペ 3 世は、元々父親ほどの器ではなかっ
たし、政策決定には寵臣レルマ公の意見が大きく影響していた。但し、フェリペ 3 世のゲール
人族長達へのやや距離を置いた態度は、王自身の資質や問題というよりは、国家財政破綻状態
にありネーデルラントでの戦争終結のためにイングランドと協力を強いられていたスペインの
国状によるところが大きい。22)  
ミラノを出発したオニール達はパルマ、モデナ、ボローニャ、アンコーナ、黒い聖母で有名
                                                          
21) Óscar Recio Morales, ‘What if the earls had landed in Spain? The 1607 flight in the Spanish 
context’. (https://www.academia.edu/395575) 
22) Swords, The Flight of the Earls, pp. 55-69. 
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なサントゥナリオ・デッラ・サンタ・カーザのあるロレートを経由して、アッシジを訪れる。
オニールは参加しなかったが、ローリー・オドネルやヒュー・マグアイアがこのフランシスコ
会創設者の出身地を訪れ、盛大な歓迎を受けている。イタリアのこれら聖地への訪問で受けた
歓待は、彼らがローマで受ける大歓迎の序章のようなものであった。ローマでは一行をピー
ター・ロンバードが出迎え、現在では観光客でごった返すポポロ広場のポポロ門を通って４月
29 日にローマへの入場を果たす。そのままサン・ピエトロ大聖堂に赴き教皇に謁見すると、そ
の日はサン・ピエトロ広場に面したコンチリアツィオーネ通りのサルヴィアティ宮殿に滞在し
ている。ゲール人族長達に対する教皇庁の評価の高さは、聖体祭の行列において彼等に天蓋を
持つ役割が与えられたことや、聖霊降臨祭前日の晩課に教皇の隣の席が彼等に用意されたこと
からも判断することができる。しかし、イングランド大使の予告のように、オニール達にとっ
て教皇から与えられるのは勅書と祝福だけであるというのも、案外的を射た指摘である。一旦
話がオニール達への金銭支援の問題に移ると、当事者たちは歓迎ムードから急に現実に引き戻
されることとなった。オニール達はスペインから支給される援助金の少なさに愕然としたよう
で、この金額ではまともな亡命生活も不可能であるとし増額を要求している。一方、オニール
達がスペインや教皇庁の支援を受けてアイルランドに反攻するのではとの脅威をイングランド
に常に植え付けるためにも、オニール達に満足な支援を与える必要性を論じるロンドン駐在ス
ペイン大使のような人物も存在したが、スペインの台所事情と外交姿勢はそう簡単に覆せるも
のではなかった。彼等とスペイン政府の間に立って連絡と調整に当たったのはコンリーであっ
たが、彼等のローマ滞在期間中、教皇庁との調整等実質的対応を行ったのはピータ ・ーロンバー
ドであった。23)  
 このような状況下、オニール達に予想もしなかった悲劇が降りかかる。夏過ごしやすいアル
スターからやってきた一行にとって、長旅の後の猛暑と湿気の多いローマの 7 月は耐え難い気
候であった。加えて、16 世紀半ばにフィリッポ・ネリによって始められた伝統であるローマの
7 大教会巡礼（Giro Delle Sette Chiese）をゲール人族長達も行うのであるが、訪れる先々で
すべての聖遺物を見せられ疲労が倍加したと推察される。そこで、現在のローマ国際空港のあ
るフィウミチーノ近くに位置する海岸の町オスティアに、ローリー・オドネルや彼の弟カフ
ヴァール（Cathbharr O’Donnell）を始めとするゲール人一行の多くが避暑に出かけたのであ
るが、当時はこの地域は湿地帯でもあり、夏バテに加えおそらくマラリアによって一行の多く
                                                          
23) Ibid., pp.73-5, 78-81, 84-5. ロンバードは、ルーヴェン大学で神学、哲学教授として高く評価されたが、
ローマに招かれてからはパウルス 5 世等歴代教皇の相談役として、アイルランド問題のみならず、恩寵に
関するドミニコ会とイエズス会の論争における審判等の神学問題や政治問題でも活躍した。今日では、ガ
リレオ・ガリレイ事件の審判で、コペルニクス的世界観を否定してガリレオを有罪に追い込んだ時の審問
を指揮した人物として知られる。Ernan McMullin, ‘Galileo and Peter Lombard’, History Ireland, vol. 15, 
issue 4 (Jul/Aug 2007). 
― 24 ― 
が高熱に苦しむこととなる。当時ローマ
は不健康な町で、特に夏にはテヴェレ川
が淀みマラリアの温床地となっていたこ
とから、彼らはローマで発熱していたと
も考えられる。結局、ローリーは 33 歳
の若さで亡くなり、カフヴァールもまも
なく兄を追ってこの世を去り、ゲール人
族長達と繋がりのあるサン・ピエトロ・
イン・モントーリオ教会（Chiesa di San 
Pietro in Montorio）に埋葬された。24) こ
の教会は、テヴェレ川の西に展開するト
ラステヴェレ地区にあり、スペインのカ
トリック両王フェルディナンドとイサベ
ラによって建て直された。フランシスコ
会との関係が深く、1616 年に死去した
ヒュー・オニールも当教会に埋葬されて
いる。生前オニールはアイルランドのカ
トリック教徒と距離的に近づきたいとの望みから、フランドルへの移住をスペイン王に働きか
けるが、イングランドを刺激することを恐れるフェリペ 3 世の同意は得られなかった。さらに
オニールを怒らせたのは、フェリペ 3 世の優柔不断な態度で、スペインの支援についてオニー
ル達に対する明確な返答がないまま、彼等が長い間ローマに留め置かれたことである。一方マグ
アイアは、スペインへの旅の途中にジェノヴァで死亡している。25) ゲール人指導者達の相次ぐ死
で、アイルランド反攻の可能性は大きく後退し、その間にアルスターの組織的植民地化が進む
こととなる。 
 
３．フロレンス・コンリーとルーヴェン 
 
 ヒュー・オニールには、スペインの支援下でアイルランドに侵攻しアルスターの失地を回復
                                                          
24) テヴェレ川の対岸のトラステヴェレ地区の丘に建ち 15 世紀以来フランシスコ会が管理をしているサ
ン・ピエトロ・イン・モントーリオ教会は、名目上ローマにおけるゲール人族長達の後援者であるフェリ
ペ 3 世によって保護されている教会であるが故に、ゲール人との関連が生まれたと考えられる。Elizabeth 
FitzPatrick, ‘San Pietro in Montorio, burial-place of the exiled Irish in Rome, 1608-1623’, History 
Ireland, vol. 15, issue 4 (Jul/Aug 2007). 
25) Swords, The Flight of the Earls, pp. 86-9, 94-6. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サン・ピエトロ・イン・モントーリオ教会正面 
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するという希望があった。それ故に何度もスペインと掛け合ったが返答が得られず、フェリペ
3 世の優柔不断さに振り回された感がある。アイルランドへの反攻にしてもイングランドとの
和解提案であっても、もう少し早い段階でスペインの意向がオニールに伝わっておれば、イン
グランドへ恭順の意を表して以来ジェームズ 1 世とは比較的良好な関係にあったオニールに
とっても、かなり違った対応が考えられたはずである。ゲール人族長の中でもオニールは別格
であった。しかし、彼の視野はアイルランド全体というよりは、アイルランド北部のアルスター
とコノートに限定されていた。その意味では、オニールのナショナリズムとは、殆ど上記２地
域における地元主義（Provincialism）と表現しても良い。数ある大陸のアイリッシュ・カレッ
ジにおいては、特定地出身の学生との繋がりは深かった。例えば、フランスのリールのアイリッ
シュ・カレッジはレンスターと、ボルドーやトゥールーズ、或いはスペインのアルカラ・デ・
エナレスは、マンスターの教区や学生と関係が深かった。元々大陸に移住したアイルランド人
の間には、オールド・アイリッシュ（ゲーリック・アイリッシュ）とオールド・イングリッシュ
間の軋轢があったが、それは商取引の利害関係のみならず、神学教育機関でありその地域にお
けるアイリッシュ・コミュニティの中核でもあったアイリッシュ・カレッジにも反映され、具
体的にはフランシスコ会とイエズス会の間のライバル関係として表出した。26) フランシスコ会
のコンリーとイエズス会のジェームズ・アーチャーの対立は有名である。後者は、1592 年にス
ペインのサラマンカに創設されたアイリッシュ・カレッジの中心的人物であるが、イベリア半
島のアイリッシュ・カレッジはその後殆どイエズス会の影響下に入る。コンリーがアルスター
とコノート地方出身者をアイリッシュ・カレッジ入学に際し優先したのに対し、アーチャーは
マンスター及びレンスター出身者を優遇した。アーチャーは南部のキルケニー出身ながら
ヒュー・オニールの支援者でもあったが、決断の時になるとアイルランドのイエズス会士らし
く「団体精神」（esprit de corps）に基づきオールド・イングリッシュ出身者を優遇している。
但し、教育環境や資金力からして、マンスターやレンスター出身の学生の方が北部出身者より有
利な点は否定できず、このような地域主義の影響を過大に評価すべきでないとの意見もある。27) 
イエズス会によるイベリア半島のアイリッシュ・カレッジ支配に対して、ルーヴェンやローマ
のアイリッシュ・カレッジの例に見られるように、コンリーやワディングが所属したフランシ
スコ会の影響力は、イベリア半島の外では大きなものがあった。また、アイルランドでの宣教
には英語だけで十分事足りるとするイエズス会と比較して、フランシスコ会は英語のみならず
                                                          
26) Enrique García Hernán et al., eds., Irlanda y la Monarquía Hispánica: Kinsale 1601-2001. Guerra, 
Política, Exilio y Religión (Madrid, 2002), pp. 54-5. 
27) Enrique Garcia Hernán, Ireland and Spain in the Reign of Philip II (Dublin, 2009), pp. 346-49; 
Thomas J. Morrissey S.J., James Archer of Kilkenny: An Elizabethan Jesuit (Dublin, 1979), pp. 36-40. 
イエズス会士であるトマス・モリズィーの状況描写がイエズス会をやや贔屓目に見ていることは否めない。 
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ゲール語も頻繁に使用し、先述の The Annals of the Four Masters のようなアイルランド年代
記にも深い造詣と関心を示していた。 
ルーヴェンのセント・アンソニー・カレッジ及びローマのサン・イシドロ・カレッジは、フ
ランシスコ会僧侶の教育が母国で出来なくなったことに対するアイルランド・フランシスコ修
道会の対応であり、また前者の学生数増加に対応するための後者の創設であったとの側面もあ
る。その主たる目的は、神学教育を施された僧侶を母国に「宣教師」として送り込むことであ
り、さらにはヨーロッパの教育機関で教鞭を執れるような人材を養成することも重要な使命と
認識されていた。そしてこのような人材養成の基盤に対抗宗教改革の改革精神が息づいていた
ことは言うまでもない。セント・アンソニー・カレッジが設立された 1607 年には、大陸にお
いてアイリッシュ・カレッジが既に 8 校存在したが、ルーヴェンはオニール等の族長達が一定
期間滞在したこともあり、大陸におけるアイルランド外交の中心地の一つとなっていた。この
地に残ってスペイン軍に加わったアイルランド連隊兵がルーヴェンのコミュニティの支援を行
う伝統が、この頃から始まることになる。実際ルーヴェンにおいて、フランドルのアイルラン
ド人の間の繋がりは連隊兵を通じる場合が多く、フランドル軍のアイルランド人には、その親
族にセント・アンソニー・カレッジに所属する者が多く存在した。このような兵士達は、かな
りの額の資金をカレッジに寄贈している。またルーヴェンは、アイルランドからの情報が集ま
りそれらが分析されて、ヨーロッパの列強や西ヨーロッパの他のアイルランド・コミュニティ
に伝達される起点ともなった。28)  
一方イエズス会も、イグナチオ・デ・ロヨラがローマに赴き、1540 年にイエズス会の設立許
可をパウルス 3 世から付与されて以降、シチリア総督の後援で実現したメッシーナでの大学設
立や、ポーランド等東欧での勢力拡大等、その伸長には目覚ましいものがあった。29) ローマに
おいても、ヴェネツィア広場近くに位置するジェズ教会は、対抗宗教改革を推進したイエズス
会の母教会として、初代総長のロヨラ自身も身を寄せていた時期がある。また教皇アレクサン
デル 6 世（ロドリーゴ・ボルジア）の曾孫に当たるフランシス・ボルハ（ボルハはボルジアの
スペイン語呼称）は、第 4 代ガンディア公の身分を捨てイエズス会に入会し後に第 3 代イエズ
ス会総長となっているが、彼はロヨラが 1551 年に設立し後にグレゴリアン大学となるローマ 
                                                          
28) John McCafferty, ‘Leuven as a centre for Irish religious, academic and political thought’ in Éamonn 
MacAodha & Aileen Murray, eds., Ireland and Belgium: Past Connections and Continuing Ties 
(Department of Foreign Affairs and Trade, Embassy of Ireland to the Kingdom of Belgium, 2014). この
ようなセント・アンソニー・カレッジとアイルランド連隊との繋がりは、カレッジからの従軍牧師派遣で
も確認できる。コンリーの同僚ヒュ ・ーマクカフウェル（Hugh McCaghwell）に始まるこのような派遣は、
17 世紀を通じて行われている。Cunningham, ‘The Culture and Ideology of Irish Franciscan Historians 
at Louvain’ , pp. 15-6.  
29) Stanislaw Obirek, ‘Jesuits in Poland and eastern Europe’ in Thomas Worcester, ed., The 
Cambridge Companion to the Jesuits (Cambridge, 2008), pp. 136-42. 
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学院（コレッジオ・ロマーノ Collegio Romano）に資金援助をしている。30) このように、フラ
ンシスコ会とイエズス会双方とも、コンリーやワディングの時代にローマにおいて活発な活動
を続けていたが、後述するように両修道会のライバル関係がローマのアイリッシュ・カレッジ
にも影響を及ぼす場面が訪れることとなる。31) 16 世紀末から 17 世紀初期にかけて、アイリッ
シュ・カレッジ問題におけるスペインの態度は、イングランドとの講和に腐心した事情もあり、
ステュアート王朝との軋轢を避け講和に対し反対の立場を取らないイエズス会に有利な判断を
下してきた。それは同時に、オールド・イングリッシュの主張に同調する態度でもあった。一
方、コンリーやワディングのフランシスコ会と強い絆を持ったゲール人族長達を含めたオール
ド・アイリッシュとは、スペイン政府も軍事面で彼等の力を利用していたことを垣間見ること
ができる。32) ロヨラ自身が嘗て軍務に就いており、イエズス会自体も教皇と会の上位者への絶
対的服従を求めた軍隊的組織を持っている印象からすると、イエズス会が対イングランド講和
                                                          
30) 他の修道会と比べ、宣教のためには他宗教に対し寛容と言われたイエズス会は、ユダヤ教起源のキリス
ト教徒（所謂コンベルソ）に対しても 1540 年の創設以来 30 年間程は寛容策を維持した。フランシスコ・
ボルハにはロヨラ以上にその傾向が強かった。Robert A. Maryks, ‘Jesuits of Jewish Ancestry under 
Francisco de Borja’s Generalate’ in Enrique García Hernán & María del Pilar Ryan, eds., Francisco de 
Borja y su Tiempo (Valencia, Roma, 2011), pp. 189-97. 教皇アレクサンデル 6 世の息子には、フランシ
ス・ボルハの祖父に当たるフアンの他に、マキャベリズムの具現化として我が国でも良く知られるチェー
ザレ・ボルジアがいた。 
31) 諸修道会の中で最初にローマを活動の拠点としたのはイエズス会であった。詳細は、Paul V. Murphy, 
‘Jesuit Rome and Italy’ in Worcester, ed., The Cambridge Companion to the Jesuits , pp. 71-87. 
32) Karin Schüller, ‘Irish Migrant Networks and Rivalries in Spain, 1575-1659’, in O’Connor & Lyons, 
eds., Irish Migrants in Europe after Kinsale, 1602-1820, pp. 90-1. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
嘗てのローマ学院。現在は公立高校 
― 28 ― 
賛同派であったことは少々驚きである。ローマにおいて、これら両修道会の他にアイルランド
と深い繋がりを持ったのはドミニコ会である。コロッセオの東に位置するサン・クレメンテ教
会は、天井のモザイク画や地下にあるミトラ教の神殿で観光客にも人気であるが、1667 年以降
この教会はフランチェスコ・マイダルキーニ枢機卿によってドミニコ会の管理下に置かれた。
そしてその 10 年後、アイルランドにおけるカトリック教会への迫害強化による移住者の増加
もあって、サン・クレメンテ教会はアイルランド・ドミニコ会の管轄教会となっている。33)  
 ここで、ルーヴェンとローマのアイリッシュ・カレッジの創設に関わったコンリーとワディ
ングの生い立ちと活動を詳述する必要がある。まず、ゴールウェイ州出身のコンリーは、若く
してアイルランドを離れスペインのサラマンカ大学で学び始めると、1584 年にはフランシスコ
会に入会し、92 年以降はヒュー・ロー・オドネル等のためにスペインにアイルランド支援を働
きかける。コンリーはオドネルの聴罪司祭を務め、1601 年にはファン・デル・アキラのキンセー
ル遠征に同行し、キンセールでの敗北後はオドネルを伴ってフェリペ 3 世に謁見し、再度のア
イルランド遠征を懇願している。34) シマンカス城でのオドネルの死にも立ち会ったコンリーは、
その後もスペインによるアイリッシュ・カトリック支援の中心にあり、以後約 30 年間イング
ランドのアイルランド統治に反対する最も強硬なゲール人グループに属した。1604 年にはスペ
インの国務会議によって、アイルランド人難民関連事項の特別補佐官に任命されている。コン
リーは、スペイン領ネーデルラントを訪れアイルランドへの上陸軍として期待されていた現地
のアイルランド連隊と連絡を取っているが、その後再度スペインに戻るとトレドでのフランシ
スコ会総会に出席してアイルランドのカトリック教徒の惨状を訴えるとともに、アイルランド
人フランシスコ会士教育のためのセント・アンソニー・カレッジ創設の認可を総会に求めてい
る。アイルランドへの帰還を欲していたコンリーであったが、アイルランドの状況はそれを許
さず、ルーヴェンでのアイリッシュ・カレッジの運営の必要性や、逃避してきたヒュー・オニー
ル一行への対応及び彼等のローマ行きへの同行等、彼の活動の拠点は大陸に留まることとなる。 
1609 年にコンリーは、故郷に近いゴールウェイ州トゥアムの大司教職に任ぜられる。35) アイ
ルランドに赴任することは危険であったが、大陸からの指導でコノートの対抗宗教改革の引き
締めを強化することができた。同年、ヒュー・オニールはコンリーを通じてアルスターとイン
グランドとの和解に関してスペイン政府の意向を確認しようとするが、スペイン側は和解に否
                                                          
33) Leonard Boyle O.P., A Short Guide to St Clement’s, Rome (Rome, 1963), p. 14. 
34) Declan M. Downey, ‘A Salamancan Who Evaded the Inquisition: Florence Conry, Pro-Habsburg 
Archbishop, Diplomat and Controversial Theologian (c. 1560-1629), in Declan M. Downey and Julio 
Crespo MacLennan, eds., Spanish-Irish Relations through the Ages (Dublin, 2008), p. 90. 
35) トゥアムは、アーマー、キャシェル、ダブリンとともに、アイルランドの 4 つの大司教区である。宗教
改革後はプロテスタントのアイルランド国教会とカトリック教会の大主教（大司教）が並立する期間が続
く。イングランドやスコットランドのカトリック司教区は英国宗教改革の結果ほぼ消滅したのに対し、現
地赴任は不可能な場合でも、基本的にアイリッシュ・カトリックは独自の司教区制度を維持し続けた。 
― 29 ― 
定的であった。翌 1610 年、フェリペ 3 世はオニールにイングランドとの和解に向けての交渉
を許可するが、時既に遅く、アルスターの植民地化は始まっていた。同年、フランドルのアイ
ルランド連隊司令官職が空白となり、オールド・アイリッシュとオールド・イングリッシュの
間で、その後任候補を巡って連隊内に騒動が持ち上がる。コンリーは、オールド・イングリッ
シュが後任の司令官に任命されることを阻止しようとする。生涯を通じてコンリーは、オール
ド・イングリッシュがスペイン軍やカトリック教会において指導的立場に就くことを阻もうと
したが、その背景には、オールド・イングリッシュはイングランド王室に忠実過ぎるとのコン
リーの理解があった。一方オールド・イングリッシュ側も、アイルランド北部のアルスターや
コノートのゲール人僧侶や軍人が、自分達以上にスペイン王の寵愛を得ていたとの不満があっ
た。彼等にとってコンリーは過激主義者であり、彼のトゥアム大司教への昇格には懸念を抱い
ていた。結局上記アイルランド連隊司令官職は、ヒュー・オニールの甥で若くしてアイルラン
ドを離れフランドルのスペイン軍傭兵として活躍していたオーウェン・ロー・オニール（Owen 
Roe O’Neill）をフェリペ 3 世が任命して決着する。このようにスペイン王室でのコンリーの影響
力は大きかったが、彼はローマ教皇に対する影響についてはそれ程の成功は収めていない。36) そ
の理由の 1 つとして、オールド・イングリッシュのアーマー大司教ピーター・ロンバードの存
在がある。ロンバートは、アイルランドのカトリック教徒の処遇改善のため、イングランドと
の和解政策を強く主張していたが、イングランドとの対決姿勢を鮮明にしてきたヒュ ・ーオニー
ル達がスペインにイングランドとの和平交渉の可能性を模索した裏には、ロンバートの働き掛
けがあったのかも知れない。またコンリーは、1613-5 年のアイルランド議会でオニールに対す
る私権剥奪法が成立すると、それに賛成したカトリック教徒議員に対し彼等の怯懦を叱責して
いる。 
コンリーは、その後もルーヴェン、マドリード、ローマを行き来するが、アウグスティヌス
研究、特にこのヒッポの神学者のペラギウスに対する論考や恩寵論に没頭し、また当時カトリッ
ク教会内でも賛否が分かれていた「無原罪の御宿り」の教えを強力に支持しスペイン王フェリ
ペ 3 世の賞賛を得ている。コンリーはアウグスティヌス神学を研究する中で、ルーヴェンのオ
ランダ人神学生寮で教えていたコルネリウス・ヤンセン（Cornelius Jansen）と接触があった
と言われる。彼の名を冠したジャンセニスム（Jansénisme）は、そのルーツであるミシェル・
バイウスの神学と同じように、アウグスティヌスに傾倒する中で、人間の自由意志の無力さと
神の絶対的恩寵に焦点を合わせ議論する。37) ジャンセニスムは、神の恩寵の前には人は何の功
                                                          
36) コンリーはスペイン王に対して、アイルランド征服方法についても助言を行っている。UCD-OFM 
C11B(2). 
37) ジャンセニスムの詳細は、Thomas O’Connor, Irish Jansenists, 1600-70: Religion and Politics in 
Flanders, France, Ireland and Rome (Dublin, 2008) を参照。 
― 30 ― 
徳もないとして腐敗した人間の本性を暴くとともに、予定説（predestination）まで彷彿させ
てカルヴァン主義に類似するとの批判をイエズス会から受けている。トマス主義を受け入れて
いたイエズス会にとっては、ドミニコ会や特にルーヴェンのアイリッシュ・フランシスコ会で
支配的であった後期アウグスティヌスの悲観的人間論を受け入れることは出来なかった。その
結果、ジャンセニスムとして知られる改革カトリシズムをイエズス会は激しく批判したのであ
る。38) 逆にコンリーやワディング等フランシスコ会士にとっては、ジャンセンの恩寵論はネ
オ・ペラギウス的傾向のあるイエズス会を論駁するには都合の良い道具であった。39) コンリー
は 1629 年にこの世を去っているが、彼のヤンセンとの接触はその後誤解を生みコンリーの評
価にも一時影響を与えることとなるが、両者の接点は両者がアウグスティヌスに対して持つ畏
敬の念にあった。40)  
アウグスティヌスへの傾倒はさておき、ルーヴェンのアイリッシュ・フランシスコ会士にとっ
て、その神学・哲学思想の鍵を握るのはドゥンス・スコトゥスを祖とするスコトゥス学派
（Scotismus）であった。アウグスティヌス哲学の影響を受けたコンリーであったが、ルーヴェ
ンで彼は、17 世紀に絶頂を極めたスコトゥスの著作研究にも勤しむことになる。元々ルーヴェ
ンの知的ルーツは、コンリーや彼の同僚ヒュー・マクカフウェルが教育を受けスコトゥス学派
の影響の強かったスペインのサラマンカにあった。マクカフウェルは神学者として名を馳せス
コトゥスの注解書を書いているが、1625 年のサン・イシドロ・カレッジの創設とその発展にお
いてはワディングの重要な援助者となっている。彼はヒュー・オニールの息子達の家庭教師を
務め、ルーヴェンのゲール人学者グループの中心人物であり、1626 年にはピーター・ロンバー
ドを継いでアーマー大司教に任命されている。41) 彼がアルスターのゲール人文化とカトリック
世界全域に関わる対抗宗教改革の学術面の橋渡し役として活躍したことを考えると、後に言及
                                                          
38) Albert McDonnell, ed., Collegium Hibernorum de Urbe: The Irish College, Rome 1628-1678: An 
early manuscript account of the foundation and development of the Ludovisian College of the Irish in 
Rome (Rome, 2003), pp. 28-9.（以後 The Irish College, Rome 1628-1678 と略記） 
39) イエズス会とフランシスコ会の「恩寵論争」は、ルイス・デ・モリナ（Luis de Molina）とドミンゴ・
バニェス（Domingo Bañez）の間の論争が有名である。モリナと同じくイエズス会に属する先述のフラン
シスコ・スアレスは、モリナ主義を修正し合宣論（congruism）を提唱するが、自由意志擁護は変わらず、
結局恩寵論争は、ローマでクレメンス 8 世が 1598 年に召集した恩寵問題特別会議に委ねられる。結局、
イエズス会がドミニコ会をカルヴィニストと呼ぶこと、後者が前者をペラギウス主義者と呼ぶこと（即ち、
双方を異端と呼び合うこと）は禁止されたが、双方とも自分達の考えを主張し続けることは許容された。
Frederick Copleston, A History of Philosophy, vol. 3, part II, pp. 160-3. 
40) Terry Clavin, ‘Florence Conry’, in H.C.G. Matthew & Brian Harrison, eds., Oxford Dictionary of 
National Biography (Oxford, 2004), vol. 12, pp. 996-8; Edel Bhreathnach, Joseph MacMahon OFM & 
John McCafferty, eds., The Irish Franciscans 1534-1990 (Dublin, 2009), pp. 202, 209-12. 
41) マクカフウェルと同じ頃にアイルランド国教会のアーマー大主教に就任したのがジェームズ・アッ
シャ （ーJames Ussher）である。今日では創造科学を彷彿させる天地創造紀元前 4004 年説で知られるアッ
シャーであるが、当時はアイルランドで当代一流のプロテスタント学者として知られ、トリニティ・カレッ
ジ・ダブリンの神学教授も務めた。彼は、カルヴァン主義に傾倒しながら反カトリックの姿勢を強く打ち
出していた。詳細は、Alan Ford, James Ussher: Theology, History, and Politics in Early-Modern Ireland 
and England (Oxford, 2007) を参照。 
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するワディングの役割と性質的には似たところがある。42) 元々マクカフウェルがローマに招聘
されたのは、現在はローマ観光中心地の一つであるカンピドーリオ広場に隣接するフランシス
コ会のサンタ・マリア・イン・アラチェリ修道院教会での講義のためであったが、彼はローマ
で様々な役職に就いたほか、ワディングのサン・イシドロ・カレッジのみならず、後述するル
ドヴィコ・ルドヴィシのルドヴィシ・カレッジ（Collegium Ludovisianum、今日のポンティ
フィカル・アイリッシュ・カレッジ Pontifical Irish College の前身）の創設に協力している。43)  
ところで、スコトゥスは「無原罪の御宿り」の教えの形成で最も重要な人物であるが、この
教えは 13 世紀から議論に上っており、17 世紀はそれについて最も議論が沸騰した時期である。
一般にフランシスコ会はこの教えに賛同し、一方ドミニコ会は、トマス・アクィナスの言説に
従ってスコトゥスの教えには反対の立場を明確にしていた。44) この古くからある論争は、スペ
                                                          
42) Bhreathnach et al., eds., The Irish Franciscans 1534-1990, pp. 25-6, 339-40. コンリー、マクカフ
ウェル、ワディングは全員サラマンカで教育を受けたが、サラマンカ大学では「無原罪の御宿り」を強く
支持するスコトゥス学派が幅を利かせていた。 
43) Pontifical は単なる尊称であり、教皇庁立とか教皇庁から直接の管理や支配を受けている意味ではない
が、1948 年に当時の教皇ピウス 12 世によって与えられたポンティフィカルの地位は特別である。今日ポ
ンティフィカル・アイリッシュ・カレッジの 1 階ホールにはルドヴィシとワディングの両者の胸像が置か
れている。 
44) ルーヴェンで哲学を教えていたパトリック・フレミングは、プラハに派遣され 1629 年にフランシスコ
会のアイリッシュ・カレッジを創設しているが、このカレッジはフランシスコ会に相応しく The Irish 
Franciscan College of the Immaculate Conception of the Virgin Mary と名付けられた。このカレッジや
プラハのフランシスコ会についての詳細は、Jan Pařez, ‘The Irish Franciscans in seventeenth- and 
eighteenth-century Prague’ in O’Connor & Lyons, eds., Irish Migrants in Europe after Kinsale, pp. 
104-17; Mícheál Mac Craith & David Worthington, ‘Aspects of the Literary activity of the Irish 
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インにおいてフェリペ 3 世が 1617 年に国王令（cedula）を発し、サラマンカ大学に「無原罪
の御宿り」を宣言するよう推奨したことで新しい局面を迎える。ドミニコ会は異議を唱えたが、
コンリーもワディングも学んだサラマンカ大学はこの教義の正当性を擁護することになる。マ
リア信仰に関してスペイン国王の信頼を勝ち取る点では、フランシスコ会は抜き出ていた。45) 
フランシスコ会に同調しこの教えを支持するスペイン王室は、たびたび教皇庁に接触し「無原
罪の御宿り」をカトリック教会の正式教義にするよう要請している。先述のカルタヘナ司教で
フランシスコ会所属のアントニオ・デ・トレホがワディングを伴ってローマに派遣されたのも、
実はこの教えを正式教義に定めるよう教皇パウルス 5 世に要請するためであった。ローマにお
けるスペインの影響力を推し量るテストケースでありスペイン側の希望は膨らんだが、結局教
義として公認されたのは、1854 年になって教皇ピウス 9 世が公会議を経ず勅令 Ineffabilis 
Deusを発布して以降である。46) パウルス５世後に教皇に選出されたグレゴリウス 15世やバル
ベリーニ家出身のウルバヌス８世も、「無原罪の御宿り」をカトリック教会の教義として承認す
ることはなかった。特に後者はフランスへの接近を試みたこともあり、スペイン王フェリペ４
世とは不仲であった。「無原罪の御宿り」は、フランス・ブルボン王朝に対するスペイン・ハプ
スブルク王朝の対抗のシンボルであったとも言えよう。教皇庁に派遣されているスペイン大使
は既に大きな影響力を持っていたのであるが、トレホに率いられた代表団は、教皇庁における
フェリペ 3 世の圧力団体でもあった。さらにスペイン国内の宗教事情に目を移せば、このロー
マ派遣は、スペイン王室と教皇庁の愛顧をめぐるフランシスコ会とドミニコ会の政治的鞘当て
の様相を呈していた。47)  
 ところで、アイルランド連隊司令官に就いたオーウェン・ロー・オニールは、その後 1641
                                                                                                                                                       
Franciscans in Prague, 1620-1786’, in Ibid., pp. 118-34; Jan Pařez & Hedvika Kucharová, The Irish 
Franciscans in Prague 1629-1786 (Prague, 2015) を参照。発足当初のローマのサン・イシドロ・カレッ
ジには、ルーヴェンの教授や学生達が多く加わっていたが、ローマとプラハのフランシスコ会系アイリッ
シュ・カレッジについては、ルーヴェンのセント・アンソニー・カレッジが創設に大きく関与していた。
これら３箇所のアイリッシュ・カレッジは、ハプスブルク家の影響の強い町に設立されたという共通項が
ある。プラハのカレッジは、急進的改革で知られる神聖ローマ皇帝ヨーゼフ 2 世の時代の 1786 年に閉鎖
に追い込まれ、1790 年代にはルーヴェンのカレッジにも、フランス革命の足音が着々と迫っていた。ルー
ヴェンを中心とした３校のネットワークについては、Mary Ann Lyons, ‘The role of St Anthony’s College, 
Louvain in establishing the Irish Franciscan college network, 1607-60’ in Bhreathnach, MacMahon & 
McCafferty, eds., The Irish Franciscans も参考になる。 
45) Óscar Recio Morales, Ireland and the Spanish Empire 1600-1825 (Dublin, 2010), p. 59. 
46) ‘“Pious Opinion”: the Irish Franciscans and the Immaculate Conception’, Irish Philosophy (8 Dec., 
2016). 次のサイトを参照（http://www.irishphilosophy.com/2016/12/08/pious-opinion）．パウルス 5 世は 
あらゆる教義の宣言に反対のようであり、フェリペ 3 世の優柔不断さもあり教義としての承認は見送られ
た。Manuel de Castro, ‘Antonio de Trejo y Paniagua’ in Quintin Aldea Vaquero et al. eds., Diccionario de 
Historia Eclesiastica de España, p. 2592. 日本二十六聖人の列聖でも知られるピウス 9 世は、第 1 バチカ
ン公会議で教皇不可謬説を提唱し採択されるが、勅令によって定められた教義を復古カトリック教会は認
めていない。 
47) Hazard, Faith and Patronage, p. 127; Thomas O’Connor, ‘Luke Wadding’s networks at home and 
abroad’, in Keogh & McDonnell, The Irish College, Rome, and Its World (Dublin, 2008), p. 16. 
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年のアイルランド反乱を契機にアイルランドに赴き、母国のイングランドからの完全独立を目
指して戦うことになる。アイルランド・カトリック同盟（Confederate Ireland, キルケニー同
盟 Confederate of Kilkenny とも呼ばれる）も、オニール同様に植民地化政策の廃止を求めて
いた。当時アイルランドには、奪われた先祖の土地の回復を求める完全独立派のオニール達と、
オールド・イングリッシュのカトリック教徒のようにステュアート王朝との合意の下にカト
リック信仰に対する寛容策と土地所有の承認を求める穏健派が並立していた。48) 当初オニール
のような急進的意見は、アイルランド・カトリック同盟主流派の意見ではなく、イングランド
との戦役においても殆どの軍装備や資金は、オニールと同じくフランドルのアイルランド連隊
に属しオニールとは相容れなかったトマス・プレストン（Thomas Preston）に送られた。そ
のような状況に変化が見られたのは、ローマから教皇使節ジョヴァンニ・バティスタ・リヌチー
ニ（Giovanni Battista Rinuccini）が、武器と資金を持ってアイルランドに到着してからであ
る。リヌチーニは、カトリック教会の急進派下級僧侶やオニール等を支持し、イングランドか
らアイルランド総督に任命されていたオーモンド侯（Marquess of Ormonde）との安易な和睦
条約締結に反対する。リヌチーニの武器や資金援助を受けてオニールはベンバーブの戦い等で
勝利するが、その数年後のオリヴァー・クロムウェルによるアイルランド征服により、アイル
ランド・カトリック教徒に対するさらに厳しい迫害が現実のものとなる。ローマに滞在中のア
イリッシュ・カレッジ出身僧侶達もしばらくは母国に戻れず、後にアーマー大司教になりイン
グランドでの最後のカトリック殉教者となるオリヴァー・プランケット（Oliver Plunket）も、
1654 年に将来アイルランドに帰還することを約束しつつ、しばらくローマに留まる許可を申請
している。49)  
 
４．ルーク・ワディング 
 
 フランシスコ会士としてゲール人族長達の主義主張を強力に支援したコンリーと比べ、同じ
くフランシスコ会士であるがオールド・イングリッシュの出生であるルーク・ワディングの活
動は、もう少し複雑な様相を呈していた。彼の兄弟アンブロースや従弟たちはイエズス会士と
して活躍していたし、既に触れたように、商人の兄マシューに連れられ居住したリスボンでの
最初の学び舎は、イエズス会の影響下にあったアイリッシュ・カレッジであった。しかし、そ
                                                          
48) オーウェン・ロー・オニールは、マハー等が加わった先述の 19 世紀半ばのヤング・アイルランドの運
動家からは、真の愛国者として高く評価されている。 
49) Pontifical Irish College Rome Archives, MS 17-18/ liber 12/ 1r (Oliver Plunket Letter). 同カレッジ
では、主管のキアラン・オキャロル（Ciaran O’Carroll）博士と文書館のチェザーラ・ペトリーナ（Cezara 
Petrina）女史の助言を受けた。 
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の後ワディングが 1618 年末にアントニオ・デ・トレホに従ってローマに派遣されると、彼は
その後同市に定着し、スペイン勢力の拠点でありヒュー・オニール等が埋葬されているサン・
ピエトロ・イン・モントーリオ教会に移っている。しばらくの間ワディングは、この教会とマ
クカフウェルが招聘されたサンタ・マリア・イン・アラチェリ修道院の間を行き来していたと
考えられる。元々オールド・イングリッシュ出身のワディングであったが、フランシスコ会系
でアイルランドとも関係の深いこの教会で、彼はオールド・アイリッシュの人脈や考えに触れ
ることとなる。ワディングは、イベリア半島においてイエズス会とフランシスコ会の双方の人
や思想に触れて成長し、ある意味で程よいバランス感覚を身に着けていたが、ローマでサン・
イシドロ修道院に落ち着くとフランシスコ会士としての活動を活発化させる。しかし、彼のオー
ルド・イングリッシュの出自にしてもイベリア半島での教育においても、コンリーと比較する
と、オールド・アイリッシュ vs. オールド・イングリッシュ或いはフランシスコ会 vs.イエズ
ス会といった対立関係の緩和実現のためには、ワディングは理想的人物となっていく。もちろ
ん双方の過激派にとっては、ワディングのそのようなバランス感覚が目障りであったに違いな
い。しかし、双方の過激派から距離を置いたワディング自身は、連想されるような優柔不断な
寛容主義者ではなく決断と行動の人物であった。 
 ワディングは、まず自身の所属するフランシスコ会の会史と神学論の分野で高い評価を得る。
16 世紀及び 17 世紀はスコラ学の第 2 の開花期（Second scholasticism）と言われ、トマス・
アクィナスの著書は特にドミニコ会やカルメル会で、ドゥンス・スコトゥスはフランシスコ会
でそれぞれ研究されていた。上記フランシスコ・スアレスを頂点とするイエズス会は、政治的
にはともかくも学問的にはアクィナスとスコトゥスの両者から考えを引用し纏め上げていたと
も言えよう。コンリーもワディングも政治・外交に深く関与し母国のために積極的に各地を駆
け巡ったのであるが、そのような多忙な生活の中でもカトリック神学に関する貢献を忘れな
かった。特にワディングは、驚くべき生産性を持って綿密な聖書研究に基づく神学論の展開と、
フォリオ版 8 巻で 1208 年から 1540 年までのフランシスコ会の歴史を描いた会史 Annales 
Ordinis Minorum 等の編纂事業を手掛けている。その事業のためにワディングは、フランシス
コ会内部の各派と綿密な連絡を取り、そのような交流の際に生まれた信頼関係が、その後彼が
フランシスコ会の指導者として活躍する基礎を作り上げたと言えよう。また、アントニ ・ーヒッ
キー（Antony Hickey）等とともに 1639 年にスコトゥスの著作の完全版（Duns Scoti Opera 
Omnia）を 12 巻（いくつかの巻 tome は 2 部に分かれているので、結局出版時には 16 巻 volume
となる）からなるフォリオ版で編纂したことは、スコトゥス研究の歴史上重要な功績であった。50) 
この版にはスコトゥスの業績のみならず、注釈が併載されている。1670 年から 1700 年までの
                                                          
50) ヒッキーについては、‘Antony Hickey, O.F.M.’, Catholic Encyclopedia に短い紹介がある。 
― 35 ― 
間に、このワディング版に関連する 120 以上のフォリオ版とそれ以上の数のクアルト版が出さ
れているが、この時期がスコトゥス学派人気の絶頂期であった。 
またフランシスコ会やマリア神学（mariology）に造詣が深いワディングにとって重要な教
義である「無原罪の御宿り」については、たとえスコトゥスの「無原罪の御宿り」の教えに賛
同が集まったとしても、それはアクィナスの権威に異議が唱えられたわけではなく、単に後者
の主張の 1 つが退けられたに過ぎないとして、ワディングはトマス主義者とスコトゥス学派の
緊張関係を極力和らげようと腐心している。いかにも彼らしい対応である。またコンリー同様
ワディングも、ジャンセニスムに関する議論で重要な役割を演じている。ワディングは、ヤン
センの著書は教会の正統な教説に従って解釈されるべきとしたが、結局彼は、1653 年にインノ
ケンティウス 10 世が勅令 Cum occasione でジャンセニスムの 5 つの命題を誤謬と断じ異端と
宣言したことを支持している。命題の中でも特に、人間の自由意志と神の不可抗的恩寵
（efficacious or irresistible grace）の関係が 1 つの焦点であったが、教皇はジャンセニスムの
アリストテレス解釈を否定したことになる。同教皇は、ワディングの助言に基づきリヌチーニ
をアイルランドに派遣した教皇としても知られる。18 世紀も終わりに近づくとスコトゥス学派
の勢いにも陰りが見え始め、19 世紀にはその人気はどん底まで落ち込むことになる。フランシ
スコ会でもスコトゥスは継続して教えられていたが、スコトゥスに関する著作は殆ど出されな
かった。1879 年に教皇レオ 13 世が布告した回勅 Aeterni Patris によって、トマス主義がロー
マ・カトリック教会の神学的・哲学的視点であると宣言されてトマス・アクィナスの地位が確
立すると、スコトゥス学派の評価は凋落し、それと同時にワディングの評価も落ち込むことと
なる。51)  
 ワディングが創立に関わったサン・イシドロ・アイリッシュ・カレッジは、1622 年にイグナ
チオ・デ・ロヨラ、フランシスコ・ザビエル、アビラのテレサ等と一緒に列聖されたマドリー
ドの守護聖人聖イシドロを祀るスペイン所有のフランシスコ会の教会堂を使用することとなっ
た。ローマの文化にスペイン的雰囲気が混じり合う状況であったと言えよう。当初はフランシ
スコ会修道院としての創設目的であったが、ワディングはアイルランド国内のフランシスコ会
地域で牧会する宣教師のための教育機関を設置する絶好の機会と判断し、カレッジの併設と
なったわけである。この事業のために資金提供をした後援者を見ると、バルベリーニ家出身の
教皇ウルバヌス 8 世、同家の 2 人の枢機卿フランチェスコ及びアントニオ・バルベリーニ
（Francesco & Antonio Barberini）、ルドヴィコ・ルドヴィシ枢機卿（Ludovico Ludovisi）、
スペイン王フェリペ 4 世等、ワディングが作り上げたスペイン王室と教皇庁の人脈をうかがい
知ることができる。これらの後援者が修道院の建造物、そして最初の所蔵図書の購入等への財 
                                                          
51) ‘Old Luke Wadding…said Welcome’, Irish Philosophy (16 Oct., 2014). 
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政支援を行ったことになる。52) この建物は現在ローマのメトロA線バルベリーニ駅近くにある
が、この辺りには名家ルドヴィシ家とバルベリーニ家の所領があったが、両家はそれぞれ入れ
替わりに教皇を輩出した家柄でライバル関係にあった。53) 聖イシドロを列聖した教皇グレゴリ
ウス 15 世は、ルドヴィシ家出身のアレッサンドロ・ルドヴィシで、彼はイエズス会で教育を
受けた最初の教皇であった。また、彼の甥で枢機卿となったルドヴィコ・ルドヴィシは、後述
するローマのアイリッシュ・カレッジ創立に最も責任のあった人物である。サン・イシドロ・
カレッジの礼拝堂は、ワディングの肖像を描いたカルロ・マラティや、バルベリーニ宮の建築
にも関わりバロック芸術の巨匠とも称された建築家・彫刻家ジャン・ロレンツォ・ベルニーニ
が装飾を施した。教会内の大講堂アウラ・マクシマ（Aula Maxima）にはフランシスコ会の施
設らしく「無原罪の御宿り」の絵画が正面に掲げられ、礼拝堂地下にはワディングやヒュー・
マクカフウェル等が埋葬されている。54) アウラ・マクシマにはコンリー、ワディング、マクカ
フウェル、ヒッキー等フランシスコ会を代表する指導者や学者の肖像画が両側の壁に掲示され
ているが、彼らの出自であるオールド・アイリッシュとオールド・イングリッシュの肖像が並
                                                          
52) Matteo Binasco, ‘A powerful “Hibernese”. Luke Wadding and his Roman entourage in seventeenth 
century Rome’, Paper presented at 2016 conference of the Renaissance Society of America, Boston, 2 
April 2016. 
53) 現在バルベリーニ宮は、ラファエロ作「フォルナリーナ」やホルバインの「ヘンリー8 世の肖像」等有
名な作品を所蔵する国立古典絵画館となっている。 
54) アウラ・マクシマ正面のこの絵画はマラティの作品ではないが、彼の「無原罪の御宿り」はポポロ広場
に面したサンタ・マリア・デル・ポポロ教会に掲げられている。残念ながらこの教会を訪れる観光客のお
目当ては、同教会にあるカラヴァッジョの２作であり、マラティの作品が注目を集めることはない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サン・イシドロ・アイリッシュ・カレッジ正面 
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んで掲げられていることから、アウラ・
マクシマは、「無原罪の御宿り」の教義の
下での両者の協調が象徴されていると言
えよう。55)  
 フランシスコ会は、創設者の聖フラン
シスコが学問研究にそれ程熱心であった
とは言えないことから、伝統的に学問的
伝統を欠くと評価されてきたが、ワディ
ングは自身が主管するアイリッシュ・カ
レッジにおいて、このような傾向と評価
を是正しようと尽力した。そのために設
立直後のカレッジにとって欠かせないの
は、莫大な金額がそのために必要となる
が、十分な所蔵図書を備えた図書館と文
書館の設置であった。所蔵図書数はワ
ディングが図書館の仕事を離れた 1655
年の段階で約 5000 冊であったとされる
が、その翌年スペイン王フェリペ 4 世は
図書館のために1000ダカットを寄付している。56) 現在この図書館に所蔵されている1611年か
ら 1620 年までに出版された書籍のうち、399 点はラテン語、41 点がスペイン語の書籍である。
後者の殆どは霊性や信仰を高める所謂スピリチュアル・ブックであり、これら書籍には ad 
usum の後に個人名が付されている。これらはワディングが直接購入したのではなく、僧侶学
生個人が購入し読後図書館に入れたものと考えられる。神学等の学術書についてはラテン語版
のものが殆どであるが、霊的読み物、信仰書についてはスペイン語の書籍を学生達は好んで購
入していたことがわかる。即ち、サン・イシドロは、サラマンカを中心としたイベリア半島の
影響を受けたローマのアイリッシュ施設であった。ワディングが作った図書館は単なる蔵書や
文書の保管場所ではなく、特別な性質を持つ施設でもあった。サン・イシドロの僧侶達は、毎
日の日課である祈祷、勉学、共同体生活を繰り返す修道院生活をおくっていたのであるが、図
                                                          
55) Ignatius Fennessy, ‘Luke Wadding’, Oxford Dictionary of National Biography , vol. 56, pp. 643-5. 
サン・イシドロ・アイリッシュ・カレッジの歴史と現状については、元アイルランド国立大学ゴーウェイ
校教授で現在同カレッジ図書館の主管を務めるミホ・マククロイフ氏（Mícheál Mac Craith）の教示を受
けた。 
56) UCD-OFM, C31. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アウラ・マクシマの側壁にある 
フロレンス・コンリーの肖像画 
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書館はアイリッシュ・フランシスコ会士としての新しいアイデンティティの形成に重要な役割
を果たしていた。アイリッシュ・カトリック教徒としてサン・イシドロ・カレッジに在籍する
ことは、単にイングランドに支配され迫害を受けてきた自分達の境遇だけではなく、広くヨー
ロッパ、或いはコスモポリタンなカトリック教会の伝統に根ざしていることを意識し視野を広
げる機会を与えるものであった。57)  
 ところで、先述のルドヴィコ・ルドヴィシは、ワディング等の助言もあり 6 人の学生の面倒
を見るようになる。1625 年にフランシスコ会僧侶の教育を目的としたサン・イシドロを設立し
たワディングは、ルドヴィシが求めるアイルランド人教区司祭（secular clergy, 在俗司祭とも
称され修道会に属さない）養成の重要性も認識していた。しかし、ルドヴィシは、教区司祭の
養成を目的にしながらも、当初は彼等をイングリッシュ・カレッジとマロン派カレッジに住ま
わせ、さらにイグナチオ・デ・ロヨラが 1551 年に創設したイエズス会のローマ学院に通わせ
勉学をさせている。この学院の教育運営のために、イエズス会はフランシスコ・スアレスやロ
ベルト・ベラルミーノ等卓越した学者を各地から招聘している。58) イエズス会は、ルドヴィシ
が最も好意を寄せていた修道会であったが、彼がイエズス会のローマ学院が輩出した最初の教
皇グレゴリウス 15 世の甥にあたることも、学院に対する親近感が強かった理由と思われる。
その後学生達と宿泊先の関係が悪化し、ワディングの提案もあって、ルドヴィシはサン・イシ
ドロ近くのピンチョの丘（Monte Pincio）に家を借りて学生達をそこに移動させている。そし
て、一旦はフランシスコ会の監督を受け入れ、ルドヴィシ・カレッジとして知られるようにな
る。ルドヴィシにはフランシスコ会士のワディングに対する絶対の信頼はあったが、カレッジ
のイエズス会との絆は維持したいと考えていた。59) また、ルドヴィシは大規模なカレッジ創設
は考えておらず、その背景としては、グレゴリウス 15 世死去後のバルベリーニ家の興隆によっ
てこれまで受けていた様々な俸禄が無くなったことや、ローマ学院の北に隣接し現在もだまし
絵のクーポラで多くの観光客を集める聖イグナチオ・デ・ロヨラ教会建設に多額の資金を提供
したことから、資金に余裕がなかったことが挙げられる。教皇の交代やイエズス会の教会建設
が、アイリッシュ・カレッジ創設に直接影響したことになる。60) カレッジ創設後 2 年経つと、
カレッジ主管職にはフランシスコ会のマーティン・ウォルシュ（Martin Walsh）と彼を引き継
いだジョン・パンチ（John Punch）が就いている。教区司祭となる学生の上に立って修道司祭
（regular clergy）が権威を振うことは、当時アイルランドのみならずヨーロッパにおいて両者
                                                          
57) Joseph MacMahon & John McCafferty, ‘The Wadding Library of Saint Isidore’s College Rome, 
1622-1700’, Archivum Franciscanum Historicum (Jan. 2013), pp. 98-100, 115-6. 
58) ウィリアム・バンガート『イエズス会の歴史』上智大学中世思想研究所監修、原書房、64-7 頁。 
59) Patrick J. Corish, ‘The beginnings of the Irish College, Rome’ in Keogh & McDonnell, eds., The 
Irish College, Rome, and Its World (Dublin, 2008), pp. 5-6. 
60) Charles Burns, ‘Cardinal Ludovico Ludovisi (1595-1632)’ in Ibid., p. 36 
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の間に軋轢があったことから、議論を呼ぶ主管人事であった。アイルランドにおいて、教区司
祭と修道司祭（特にフランシスコ会僧侶）との関係は悪化しており、ローマにおける新しいア
イリッシュ・カレッジがフランシスコ会の支配下に入ることには、前者は強い危機感を感じて
いた。61) そしてこの問題は、1632 年のルドヴィシの死去によって全く新しい展開を迎えること
となる。1620 年から 30 年代初めにかけて教皇庁におけるワディングの威信は高まるが、ルド
ヴィシの遺言を巡る騒動でワディングは困難な状況に直面する。 
ルドヴィシによるカレッジへの援助は、彼の死後に遺言によって倍増し、さらにローマの南
東に位置し嘗ての教皇の山荘があったカステル・ガンドルフォにあった彼の領地の葡萄畑もカ
レッジに遺贈されたが、同遺言の中で学生達の教育とカレッジの管理運営に関しては、経験豊
かなイエズス会に委ねるようにと指示されていた。62) このカレッジの創設を奨励し、学校規則
を起草して初代主管となっていたワディングにとって、この遺言は衝撃であった。ワディング
が創設に関わったサン・イシドロとルドヴィシ・カレッジという 2 つのアイリッシュ・カレッ
ジがそれぞれ別々の歩みを始めた瞬間であった。そこにはフランシスコ会とイエズス会の確執
が見え隠れする。当然ワディングは、ルドヴィシの遺言に異議申し立てを行う。ワディングの
同僚コンリーは、嘗てサラマンカのアイルランド人イエズス会士と対峙したことがあったし、
1625 年にはコルネリウス・ヤンセンとともにマドリードに赴き、スペイン領フランドルに大学
を建設しようとするイエズス会の計画を頓挫させようとしたことがあった。スペインの殆どの
アイリッシュ・カレッジの管理はイエズス会が担うことになっていたから、大陸の他の地域で
のこれ以上のイエズス会の伸張には、フランシスコ会を中心に警戒感が強かった。63)  
遺言に対するワディングの異議申し立てに関する審議には、思わぬ伏兵が現れることとなる。
アルスターのデリー司教区出身の学生テレンス・オケリーは、カレッジの入学においてマンス
ターとレンスター出身者が優遇され、アルスター出身者が差別されているとワディングを非難
し、ワディング自身も相談者の一人に名を連ねてしばしば助言を求められていた布教聖省
                                                          
61) Corish, ‘The beginnings of the Irish College, Rome’, p. 7. アイルランドにおける教区司祭と修道会
（特にフランシスコ会）との論争については、Thomas O’Connor, ‘Irish Franciscan Networks at Home 
and Abroad, 1607-1640’ in David Worthington, ed., British and Irish Emigrants and Exiles in Europe, 
1603-1688 (Leiden, 2010), pp. 284-8 を参照。この論文には 17 世紀前半のアイルランドと大陸におけるフ
ランシスコ会の状況が簡潔にまとめられている。 
62) イエズス会によるローマのアイリッシュ・カレッジの管理運営は 1772 年まで続くが、その頃反イエズ
ス会運動が吹き荒れ、翌年には教皇クレメンス 14 世による勅書 Diminus ac Redemptor によってイエズス
会は解散の憂き目にあう。 
63) スペインではフェリペ 4 世とその寵臣オリバーレス公伯爵に影響力を行使したイエズス会に阻まれ、さ
すがのワディングも、マドリードでアイリッシュ・フランシスコ会の勢力を確立することはできなかった。
「無原罪の御宿り」という教義問題では、考えを同じくするフェリペ 4 世に対して影響力を持っていたワ
ディングであったが、逆にこの教義問題があったが故に、スペイン王はワディングにマドリードよりは教
皇庁のあるローマで活躍することを望んだとも考えられる。R.A. Stradling, The Spanish Monarchy and 
Irish Mercenaries: the Wild Geese in Spain 1618-68 (Blackrock, 1994), pp. 136, 197note. 
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（Sacra Congregatio de Propaganda Fide）に訴えを起こしている。64) オケリーの訴えは事実
に基づいていなかったものの、イエズス会との論争下にあるワディングにとっては、印象の悪
さだけを残してしまったと言える。アルスターのゲール人族長達もイエズス会への移転を支持
し、オケリー以外の学生達によるフランシスコ会にカレッジの管理を残すようにとの請願も、
判定を左右する力を持たなかった。さらに、教皇がルドヴィシの遺言の解釈を、これまでの布
教聖省から教皇庁の最高教会裁判所たるロタ法院（Tribunale della Rota Romana）の司法権
に移したことは、ワディングとフランシスコ会には不利に働いたと考えられる。65) ワディング
は大陸の他のアイリッシュ修道院設立に関しても布教聖省から相談を受けており、その意味で
もこの組織との相性は良かったはずであるから、ロタ法院への突然の司法管轄権変更は唐突に
思えたことであろう。66) 東欧ではプラハやポーランドのヴィエルニの事例について助言を与え
ている。その他に教皇庁や布教聖省がワディングに助言を求めた事例としては、中国での宣教
に関する神学問題があった。中国の儒教や先祖崇拝に纏わる儀式は、キリスト教と相容れない
ものなのか、それとも許容されるべきものなのかの議論で修道会の間で対立を生んでいた。イ
エズス会は一応の限度を定めてではあるが寛容策を採るが、ドミニコ会とフランシスコ会は、現
地宗教儀礼の受容については厳格な立場を維持し、1645 年に布教聖省に対応を求めている。67) ま
た、日本におけるイエズス会の宣教問題に関してもワディングは意見を求められている。元々
1585 年の教皇勅書で日本への布教はイエズス会に限定されていたが、1602 年頃には長崎でイ
エズス会以外の修道会も布教を開始し、この勅書自体も後にウルバヌス 8 世によって廃止され
る。さらに、日本における宣教地の問題でイエズス会とフランシスコ会等の托鉢修道会（ordini 
mendicanti）が対立し、日本国内の宣教地の重複を回避するために修道会の間で分割すべきと
主張する前者に対して、後者は日本列島のどこでも全ての修道会が宣教できるとの立場を維持
                                                          
64) Corish, ‘The beginnings of the Irish College, Rome’ pp. 8-9. 布教聖省設立の目的は、教皇庁がポルト
ガルやスペイン王室から宣教活動の主導権を取り戻し、教会を両国の植民地政策の政治的思惑から解放し、
教会事項への介入を制限しようとしたことにある。Eugenio Menegon, ‘Archivio della Congregazione per 
l’Evangelizzazione dei Popoli “De Propaganda Fide”’, pp. 1-2 を参照。 
（blogs.bu.edu/emenegon/files/2012/01/Menegon-Archivio-di-Propaganda-Fide-Intro.pdf）． 
65) Thomas O’Connor, ‘The Irish College, Rome in the Age of Religious Renewal’ in McDonnell, ed., The 
Irish College, Rome 1628-1678, pp. 16-20. 布教聖省は、1622 年に教皇グレゴリウス 15 世によって設置
された教皇庁の部署で、ローマ・カトリック教会宣教師の活動の指導・管理を担っていた。この騒動時の
同省長官職（prefètto）は、グレゴリウス 15 世の甥であった第 2 代長官のルドヴィシを継いだバルベリー
ニ家の枢機卿アントニオ・バルベリーニが務めている。1623 年に教皇ウルバヌス 8 世を輩出した同家は、
サン・イシドロ・カレッジ近くのバルベリーニ宮を中心に一時教皇庁とローマを牛耳っていた。長官は大
きな権限を持ち長官服が赤であったことから、「赤衣の教皇」（Papa rosso）と呼ばれた。ワディングにとっ
て、相談者として関係の深かった布教聖省から特に繋がりのないロタ法院への審議の移転は不幸であった
と言えよう。 
66) 一方、パリのアイリッシュ・カレッジ主管のトマス・メッシンガム（Thomas Messingham）等は、教
区の牧会に赴く教区司祭は在俗の教区司祭によって教育されるべきで、修道司祭による監督に反対の旨を
布教聖省に訴えている。Ibid., pp. 20-1. 
67) Fennessy, ‘Luke Wadding’, p. 646. 
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した。スペイン王フェリペ 2 世の時代にフィリピンでは宣教地分割の前例が確立しており、
1631 年にスペイン王室と布教聖省はフィリピン方式の適用で判決を出している。ワディングの
フランシスコ会はイエズス会と対峙する立場にあったが、スペイン王室との関係も維持するワ
ディングの布教聖省での助言内容は明らかではない。布教聖省の中で特にワディングとの関係
が深かったのは、事務局長フランチェスコ・インゴーリ（Francesco Ingoli）であった。布教
聖省がアイルランド問題のみならず上記の国際問題についてもワディングの助言を求めた背景
には、インゴーリの影響力があった。68)  
 修道会の間に表出したライバル関係の他に、ローマのアイルランド人社会を取り巻く環境は、
イベリア半島を含めヨーロッパ全体に見られたオールド・アイリッシュとオールド・イングリッ
シュの間の軋轢によって、さらに複雑化の様相を呈していた。先述のテレンス・オケリーの事
実に反する訴えの真相も、この 2 グループの双方への不信感の存在に根差したもので、ワディ
ングはこのような対立の影響を一身に受けることとなる。この頃アイルランドのカトリック教
会職任命に関して大きな影響力を行使していたワディングに対する非難は、彼が自身の出身地
であるマンスターや出自集団であるオールド・イングリッシュ商人層を重用しているとのもの
であった。ワディングに対する批判は、彼が属するフランシスコ会内部でも聞かれるようにな
り、オールド・アイリッシュ vs.オールド・イングリッシュ、アイルランド派 vs.ヨーロッパ派、
スペイン派 vs.フランス派といった立ち位置の違いから生まれる対立構造によって、修道会内
部に混乱が生じていた。ワディングはそのような混乱の中で、ローマのフランシスコ会の指導
者として、不当な批判の矢面に立たされることになる。 
 例えばフランシスコ会士ペドロ・マネロ（Pedro Manero）は、ワディングが親仏・反アイ
ルランドであるとして、ローマにおいてスペインの影響力がなくなったのは、彼のような親仏
派で反スペインの人物の支配が続くからだと主張する。69) ワディングが反スペインであるとい
うのは全く事実無根である。またある者は、1656 年のスペイン王への覚書の中で、「バルベリー
ニ派」のワディング等は、オリヴァー・クロムウェルによるアイルランドでの破壊活動に責任
があり、さらに彼等はオーモンド侯の密偵としてオールド・イングリッシュの司教を任命して
きたのだと断定している。しかし実際は、ワディング自身 1641 年以降のアイルランド・カト
                                                          
68) Binasco, ‘A powerful “Hibernese”’. 日本のイエズス会問題については、Carla Tronu, ‘The Rivalry 
between the Society of Jesus and the Mendicant Orders in Early Modern Nagasaki, Jouranal of 
International Center for Regional Studies, no. 12 (2015), p. 32; Lino M. Pedot, La Sacra Congregazione 
de Propaganda Fide e le missioni del Giappone (1622-1838) (Vicenza, 1946) が参考になる.。布教聖省文
書館（Archivio Storico de Propaganda Fide, 以後 APF）所蔵文書はマカオ、香港を含めた中国関連史料
が多いが、ノートルダム大学の Rome Global Gateway Center 所属のマテオ・ビナスコ氏の協力で調査し
た結果、以下の文書に日本に派遣された宣教師とワディングを結ぶ文書が存在することが判明した。AFP, 
Acta, vol. 7, fo. 254v; vol. 10, fo. 365; vol. 12, fos. 180-3; vol. 16, fo. 108v. 
69) MacMahon & McCafferty, eds., The Irish Franciscans, p. 332. 
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リック同盟の戦いに際しては、カトリック同盟のローマにおける代理人として、資金援助や政
治的支援の確保等カトリック同盟の主義主張のために多大な貢献をしている。教皇庁の厳しい
財政を指摘する声もあるが、アイルランド・カトリック同盟の戦いに関しては、教皇庁の財政
支援はスペイン等諸王朝の支援を凌駕していたと言われる。支援の際にローマにおける最も信
頼できる盟友としてワディングが位置づけたのは、先述のアントニオ・バルベリーニであった。
ワディングは教皇ウルバヌス 8 世にかけ合って、特命使節としてピエルフランチェスコ・スカ
ラムピ（Pierfrancesco Scarampi）をアイルランドに派遣するよう求め、続いて彼は新教皇イン
ノケンティウス 10 世を説得し、リヌチーニを教皇特使としてアイルランドに派遣している。70)  
 ワディングにとって最も重要であったのは、修道士も含めアイルランドのカトリック各派の
一致であったが、ある者は彼をあまりにアイリッシュ過ぎる（即ち、アイルランド過激主義者）
とみなし、逆に若干過激主義的傾向を持ったリヌチーニはワディングとの考え方の違いを意識
したと言われる。オールド・アイリッシュ vs.オールド・イングリッシュ間の対立を含め、す
べての対立軸の解消を願い中間値を探ろうとしたワディングは、結局両方からの攻撃の的とな
る場合がしばしば見られるようになる。大陸での活躍は認めつつも長年アイルランドを留守に
したワディングが、アイルランドの状況に疎かったとの指摘もある。71) ワディングが希求した
オールド・アイリッシュとオールド・イングリッシュの古い対立に終止符を打って、新しいア
イルランド人としての混成アイデンティティを作り上げる試みは、スペインにおいて古いカス
ティリャ、カタルニア、アラゴンの地域主義を乗り越えて単一のスペインのナシオン（nación）
として統合する試みに類似したところもある。72) 1644 年のコンクラーヴェでは、嘗てスペイン
王室への教皇使節を務めたことがあり、そのためスペインが支持するジョバンニ・バッチスタ・
パンフィーリ（Giovanni Battista Pamphili）が教皇に選出されインノケンティウス 10 世が誕
生すると、公金横領の罪で前教皇ウルバヌス８世の一族であるバルベリーニ家の弾劾が始まり、
アントニオ及びフランチェスコ・バルベリーニ両枢機卿は結局パリに亡命し、ジュール・マザ
ラン枢機卿の保護を受ける。バルベリーニ家とは緊密な関係にあったワディングにとっては、
ローマにおける影響力の一時的後退の瞬間であった。73)  
                                                          
70) Tadhg Ó hAnnracháin, Catholic Reformation in Ireland: The Mission of Rinuccini 1645-1649 
(Oxford, 2002), pp. 111-2. 
71) Fennessy, ‘Luke Wadding’, pp. 646-7; Tadhg Ó hAnnracháin, ‘Irish diplomatic missions to Rome 
during the 1640s’ in Thomas O’Connor & Mary Ann Lyons, eds., Irish Communities in Early-Modern 
Europe (Dublin, 2006), pp. 395, 407. ワディングとリヌチーニの間に立ってワディングを救ったのは、
ドゥンス・スコトゥス作品の出版では前者の良き同労者であり、オーモンド侯との和睦条約締結について
は後者と同じく反対の立場を維持したルドヴィシ・カレッジ総長のジョン・パンチ（John Punch）であっ
た。MacMahon & McCafferty, eds., The Irish Franciscans, p. 342. 
72) McCafferty, ‘Leuven as a centre for Irish religious, academic and political thought’. 
73) 詳細は、Gianvittorio Signorotto & Maria Antonietta Visceglia, eds., Court and Politics in Papal 
Rome, 1492-1700 (Cambridge, 2002) を参照。コンクラーヴェでは、マザランから指示を受けたアントニ
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５．その後のサン・イシドロ及びポンティフィカル・アイリッシュ・カレッジ 
 
 17 世紀初めローマ在住アイルランド人は、教皇庁周辺でもローマ社会においても数的に確実
に増加しており目立った存在となっていた。アイリッシュ・フランシスコ会士のためにサン・
イシドロ・カレッジが創設された 1625 年から、教区司祭のためにルドヴィシオ・カレッジが
開校される 1628 年までの期間は、ローマのアイリッシュ・コミュニティにとっても転換期で
あった。そして、これら両カレッジの創立において鍵を握る存在がルーク・ワディングであっ
た。74) しかし、喧嘩別れではないが、その後両カレッジはそれぞれ違う道を歩むことになる。
今日においても両校は互いを認めつつも別個の教育機関として存在している。 
 サン・イシドロ・カレッジは、フランドルに及んだフランス革命戦争の被害を回避するため
に、1792 年にルーヴェンのセント・アンソニー・カレッジ所蔵文書の一部を安全保管のために
引き受けている。しかし 98 年にはサン・イシドロ・カレッジの文書館も解散となり、同年成
立したローマ共和国の統治期間中は秘密裏に文書を保管することになる。1810 年から 4 年間
                                                                                                                                                       
オ・バルベリーニは、当初フランスが推すジュリオ・チェザーレ・サッケティ（Giulio Cesare Sacchetti）
枢機卿支持で動く予定であったが、思ったように支持が集まらず、結局妥協策としてパンフィーリに票を
投じている。遅れてコンクラーヴェに到着しそれを知ったマザランは激怒し、一時はバルベリーニ家を見
限っている。Olivier Poncet, ‘The Cardinal-Protectors of the Crowns in the Roman Curia during the 
First Half of the Seventeenth Century: The case of France’, in Ibid., pp.165-6. バルベリーニ家は 1653
年に教皇庁と和解をし、フランチェスコ、アントニオともにローマに戻っている。 
74) Matteo Binasco, ‘La comunità irlandese a Roma, 1377-1870: Il case-study storiografico’, Studi 
irlandesi. A Journal of Irish Studies, no. 2 (2012), pp. 355-6. 
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続くフランスによるローマ占拠によって
サン・イシドロも没収を免れず、建物は
民間に売却されてホステルになっている。
この間カレッジ主管のジェームズ・マ
コーミックは、サン・イシドロに残って
ミサを行い、文書館・図書館を管理する
と同時に貴重文献をバチカンや布教聖省
に安全を期して移管している。 
 一方、ルドヴィシのアイリッシュ・カ
レッジについては、1635 年にイエズス会
がカレッジを引き継ぐと、その後はサ
ン・イシドロ・カレッジとの関係を断ち
切リ、教区司祭とイエズス会の運営とな
る。そして 1639 年からは、フォーリ・
インペリアーリの少し東に位置し現在
「 ア イ リ ッ シ ュ 通 り 」（ Via degli 
Ibernesi）と称される一画にカレッジの
本拠を移すことになる。この移転は前述のピンチョの丘の物件売却による資金の助けもあり実
現したものであるが、移転後しばらくして能力不足のイタリア人のカレッジ主管が続き、債務
が積み上がって支払いに遅れが出る。この危機にアイルランド人主管フィリップ・ロッシュ
（Philip Roche）は、カステル・ガンドルフォの葡萄畑を処分し負債の返済に充てている。こ
の頃のカレッジの学生数は 6 人程であったが、カレッジ自体かなりの倹約を強いられていて資
金繰りは苦しかった。総じてアイルランド人主管の方がイタリア人主管よりも、カレッジ財政
を安定化させる点において力を発揮していた。イエズス会が支配するスペインのアイリッ
シュ・カレッジでも同様な現象が見られたが、同じ修道会に属するとは言え、カレッジ主管に
アイルランド人を任命するか地元イタリア人を任命するかは、学生との関係において、或いは
カレッジ財政の健全な運営にとって大きな問題となることがあった。イエズス会の計画では両
者を交互に任命することであったが、実際には数の多いイタリア人が任命される方が少なかっ
た。75)  
また、17 世紀のアイルランド情勢の悪化と当地のカトリック教会の貧困によって、多くの学
生達がヨーロッパに留まり、母国のカトリック教会に僧侶を派遣するというカレッジ設立の本
                                                          
75) The Irish College Rome (Dublin, 1989), The Irish Heritage Series: 64. 
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来の目的が達成できない状況がしばらく続くこともあった。ローマのカレッジの最も有名な卒
業生は先述のオリヴァー・プランケットであるが、彼の影響と後援もあって、カレッジ創設か
ら 1678 年までの間では彼の出身教区のミーズ州からの学生数が他を上回っている。ミーズ州
からの学生の殆どはオールド・イングリッシュの出自であった。一方アルスターは、激しい植
民地化がもたらした貧困やカトリック・ジェントリー層の弱体化も影響して、送り出す学生数
に多くを期待することは出来なかった。プランケットがアーマー大司教となった1670年にも、
彼はローマで学ぶアルスター出身学生の減少に懸念を表明し、その原因が単に当地のカトリッ
ク・ジェントリー層の貧困だけではなく、アイリッシュ・カレッジの主管達の間に存在した地
域主義にあると指摘している。また、17 世紀を通じ存在した地域間のライバル関係に加え、優
秀な卒業生をイエズス会が自分達の組織運営に抜き取っているとの批判もカレッジの運営に暗
い影を落とした。76) 学生数もルドヴィシオ・カレッジ創設の 1628 年からの約 70 年間で 200
名程に止まり、しかもカトリック教徒等に対する刑罰法令（penal laws）施行下のアイルラン
ドに牧会のために帰国する学生は少なく、カレッジの本来の目的を果たしていたとは言い難い。
ブルボン家支配下地域で特に進んでいた反イエズス会運動がローマまで拡大した教皇クレメン
ス 14 世期には、ローマのアイリッシュ・カレッジは 1772 年にイエズス会の管理下を離れ、教
区司祭のルイージ・クッカーニ（Luigi Cuccagni）がその後四半世紀の間カレッジの主管に就
くことになる。1798 年は、ローマを占拠したフランス軍により教皇庁政府が崩壊し、フランス
軍に公認された短命のローマ共和国成立の年であるが、この時アイリッシュ・カレッジ等宗教
施設も閉鎖の憂き目にあっている。77)  
カレッジは 1826 年に再度開校されるまでの 28 年間閉鎖される。その後カレッジを長期に
渡って切り盛りする役は、1832 年から 17 年主管を務めたポール・カレン（Paul Cullen）と
1850 年から 41 年までカレッジを統治したトビアス・カービー（Tobias Kirby）の 2 人に委ね
られる。78) 1826 年の再開校から 100 年間で 951 人の学生が入学しているから、ナポレオン戦
争後のカレッジは戦争前よりかなり多くの学生を抱えたことになる。校舎は「アイリッシュ通
り」の以前の建物に入居することはできず、1837 年から 90 年間は近くのサンターガタ・デイ・
ゴーティ教会（Chiesa di Sant’Agata dei Goti）を使用し、その後 1926 年にコロッセオとサン・
ジョヴァンニ・イン・ラテラーノ大聖堂の間の敷地に移転し現在に至っている。 
                                                          
76) McDonnell, ed., The Irish College, Rome 1628-1678, pp. 21-7. 
77) 1798 年までのカレッジの資産、財務状況、学生の状況、運営については、Vera Orschel & John J. Hanly, 
‘Calendar of seventeenth- and eighteenth- century documents at the archives of the Irish College, 
Rome’, Archivium Hibernicum, vol. 63 (2010), pp. 7-263 が参考になる。 
78) カレッジ文書館のサイトには、両者の簡単な紹介とオンライン・カタログが掲載されている。同文書館
の所蔵文書の多くはこの 2 人の主管に関連する。 
